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序文

新たな世紀を迎え、ゆとりや豊かさを目指すことが重要になってきたなかで、地域住

民の間では身近な地域の個性豊かな風土や歴史的な文化財の保存 ・活用の取り組みへの

気運が高まっています。

しかし、一方では道路建設や宅地造成など都市化の波が地方にも押し寄せ、大規模な

ほ場整備などの各種開発事業も年を追うごとに激化しており、文化財は年々破壊され、

消滅の危機にさらされることが多くなってきております。なかで・も土地との結びつきの

強~\埋蔵文化財は、各種の開発により常に破壊される恐れがあることから、当教育委員

会では開発部局等に遺跡の所在を周知徹底するとともに、開発との関わりが生じた場合

には貴重な文化財を積極的に保護することに努めてきております。

本書は、開発関係機関などと十分な協議 ・調整を重ねたうえで調査することとなった

もののうち、平成15年度に当教育委員会が国庫補助金を得て、学術的に重要な遺跡につ

いて行った発掘調査成果と、開発工事に先立って事前調査及び確認調査を実施した遺跡

の成果を収録したものです。こうした成果が広く県民の皆様や各地の研究者に活用さ

れ、地域の歴史解明の一助になれば幸いですo

最後になりましたが、遺跡の保存に理解を示され、発掘調査に際しては多大なるご協

力をいただいた関係機関の方々、さらに実際の調査にあたられた皆様に対し、厚く御礼

申し上げる次第です。

平成16年 3月

宮城県教育委員会

教育長白石 晃
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1.本書は宮城県が平成15年度の国庫補助金を得て、宮城県教育庁文化財保護課が担当した公共事業

等に係わる発掘調査報告書である。

2.各遺跡の発掘調査から調査報告書にいたる一連の作業は、遺跡の重要性から保存を前提として遺

跡の性格や構成を把握することを目的として文化財保護課が行ったほか、調査原因となった開発行

為に関わる機関の依頼を受けて文化財保護課が行ったものである。

3.各遺跡の保存協議や発掘調査にあたっては、開発関係部局や地元教育委員会から多大な協力をい

fこだし、fこ。

4. 本書における土色の記述については。 『新版標準土色帖~ (小山・竹原 1973)を参照した。

5.本書に使用した各遺跡の位置図は、国土交通省国土地理院発行の1/25，000の地形図を複製して使

用した。

6.本書の座標値は日本測地系(改正前)に基づく 平面直角座標第X系による。

7.本書の遺跡記号は、種別にしたがって、以下の記号を使用した。

塀跡 ・柱列跡 :SA、掘立柱建物跡:SB、溝跡 :SD、井戸跡:SE、畑跡:SF，土壌 :SK、道路

跡 ・整地跡 ・切石列 ・その他性格不明の遺構 :SX

8.本書における道路跡の記述において、 「側溝中心」は、側溝の上端閣の中点を、 「道路中心Jは両

側溝中心聞の中点を意味する。

9.本書は調査を担当した各調査員の協議を経て、下記のものが執筆 ・編集した。

平成15年度発掘調査の概要後藤秀一

壇の越遺跡 西 村 力

瑞巌寺境内遺跡 白崎恵介

10.調査成果について、研究会等での発表と本書の記載内容が異なる場合は、本書が優先する。

11.発掘調査の記録や整理した資料 ・出土遺物は宮城県教育委員会が保管している。
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平成15年度発掘調査の概要

平成15年度の埋蔵文化財緊急調査.費の国庫補助金(総事業費5，540千円、補助率1/2)による調査は、

加美町所在の壇の越遺跡について、ほ場整備事業に伴う確認調査や遺跡保護の資料を得るための分布

調査などを実施した。以下では、その調査の概要を記すことにする。

壇の越遺跡は、県営ほ場整備事業に伴って、平成8年度から加美町が主体となって発掘調査を実施

してきている。昨年度までの調査では、遺跡の西半部で、北に隣接する東山官街遺跡を基準とした南

北 ・東西道路による方格地割の存症を発見している。このような官街を中心とした方格地割は、古代

における地方都市として捉えられており、国府以下の地方官街では本遺跡以外には知られていない。

地割は約 l町 (約100m)を単位とし、材木塀を周囲に巡らせた内部に計画的に配置された建物群で構

成される地割や、少数の建物跡の他、ほとんどが竪穴住居跡で構成される地割!など、各地割jの様相は

変化に富んでいることが明らかになってきている。以上のような地割の他に、特筆される発見として、

櫓が付設された築地塀 ・材木塀も雌認している。これらの区画施設は東山官街遺跡が範聞を拡大した

時の外郭区画施設である可能性が高いと考えられた。

遺跡の東半部を対象とした今年度の確認調査では、西半部と同様に、東山官街遺跡の外郭南門跡か

ら南へ続く南北大路を基準としている南北道路跡と東西道路跡を発見し、 )J格地割jが段丘の束縁辺ま

で及んでいることを明かにした。地割内では、長方形にめぐらした塀跡や、地割を 4分割している区

画溝跡を確認し、これらの塀の内側や、区画滑によって 4分割された南西の区画に、建物跡が計画的

に配置されている状況を確認するなど、地割lの利用実体の一端も捉えることができた。

また、遺跡の東と東山官街遺跡の北に隣接する丘陵部について、これまで土塁 ・空堀の存在が指摘

されていたことから(宮崎町史編纂委員会1973)、これらの実体を把握する目的で分布調査を実施した。

その結果、区画施設と考えられる土塁状の高まりや整地地業などを発見した。これらの遺構の性格、

年代などについては今後の発掘調査を待たなければならないが、本遺跡で発見されている築地塀や材

木塀と一体となって、東山官街遺跡を囲んでいた可能性も考えられる。

以上のように、壇の越遺跡で発見した東山官街遺跡を中心とした東西・南北道路による方格地割は、

東に隣接する丘陵際でも確認できたことから、東西約1100m、南北約650mの広大な範囲に及ぶことや、

地割内部を区画溝で 4分割し、そのー画では建物を計画的に建て並べている状況を把握した。また、

遺跡に隣接する北と東の丘陵部では、壇の越遺跡と東山官術遺跡を囲むような土塁状の高まりを数筒

所で発見するなど、壇の越遺跡で発見した築地塀 ・材木塀の範囲を解明する上で必要と考えられる新

たな知見を得るなどの大きな成果をあげることができた。

広大な遺跡の実体を把握し、遺跡の保護 ・活用を図っていくためには、さらに調査を継続して資料

の蓄積を図る必要がある。
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調査要項

遺跡名撞の越遺跡(宮城県遺跡地名表登録番号:30040、遺跡記号:P N) 

所在地:宮城県加美郡加美町鳥嶋ほか

調査原因 :重要遺跡確認調査

調査主体:宮城県教育委員会

調査担当:宮城県教育庁文化財保護課

調査期間:平成15(2003)年 4月7日"'5月28日、 11月14日"'12月5日

平成16(2004)年 3月24日

調査面積:39区 2.000ぱ 遺跡東部地区 1600rri

調査員:吉野武 ・西村力・田中政幸

調査協力:加美町教育委員会、加美郡西部土地改良区、宮城県古川産業振興事務所、

宮城県古川土木事務所



第 I章 遺跡の概要と調査に至る経緯

1 .遺跡の概要

壇の越遺跡は、宮城県加美町烏嶋 ・鳥屋ヶ崎 ・谷地森に所在する。大崎平野の西端に位置し、奥羽

山脈から南東に延びる丘陵の末端に沿って東流する田)11によって形成された河岸段丘上に立地する。

遺跡は東西 2km・南北1.5kmにおよび、標高は48........65mである。遺跡内は、北東側の上位段丘と南西

側の下位段丘に大きく分けられ、比高差は 2mほどである。本遺跡からは縄文から平安時代までの遺

構 ・遺物が発見されているが、主体となるのは奈良 ・平安時代のものである。

遺跡のすぐ北側の丘陵上には古代賀美郡家と推定されている東山官街遺跡がある(第 l図)。 この遺

跡は、周囲に築地塀を巡らし、政庁とその西側で整然と配置された倉庫群が発見されている。県北部

では、奈良時代に律令国家の政治 ・軍事の拠点として造営された城槽 ・官街遺跡として、中新田町の

城生遺跡、古川市の名生館官街遺跡、田尻町の新田柵跡、矢本町にある牡鹿柵 ・牡鹿郡家推定地の赤

井遺跡などが知られている。古代加美郡は出羽国と接する陸奥国の西端にあたり、東山官街遺跡は、

NQ 遺 E事名 立地 積 別 時 代 NQ 遺跡 名 立地 縫 別 持 代
1 司置のo遣隊 段丘 .落 縄文・弥生・古墳・ 事量・平安 20 I J眠沢よの原遺跡 丘陵斜蘭 散布地 目E置!.u現・轟生・古唱・吉町

2 I !iI史画事 :<<IIJK衝遺跡 丘般量E 官骨量・披鮪 古月置後・祭良・ 平安・中盤 21 泥坂.!I!.遺跡 丘陵斜面 歓布地 ，，~中 ・塾・轟生・古喧・壷良・平安
3 ♀風遺跡 丘陵斜面 '臨調書 縄文中・晩古墳・脅良・平安 22 地蔵鰍遺跡 丘陵震 倣布地 旧o曽・縄文阜・前・弥生・富代

4 聞史跡滅生柵跡 丘陵 官衡'.，事・織錦 縄宜中・司監・豪良・平安・中世 23 古犠通路 丘陵斜碕 散布地 縄文平・前・古代

5 柳沢遺. 丘陵健 散耳Ii地 古代 24 念仏山首績欝 丘俊 内積・ 81穴週匹 言T墳後

6 長丸木通路 丘陵 散布地 古代 25 米感館山横穴.欝 丘陵斜面 81穴事 古墳後

7 上館適量事 丘鰻 散布地 縄文前・中・晩・古代 26 米.~曜日事丸遺跡 丘陵 散布地 縄文・弥生・古代

S 長僧守備遺車事 丘陵 散J市. 蝿宜中・睡・章生・古壇・牽量・事費 ZT 古屋愈遺跨 丘陵斜面画 散布地 縄文前・中・晩・弥生・古代

9 天王.... 丘陵 散布. 舷 早'.'瞳・轟主・吉壇"平安 28 中tr回..遺跡 8燃堤防 Il;耳E‘ 縄文

10 鳥谷タ轟古墳癖 丘陵尾観 方積 古繍後 29 =菅平達:. 丘陵 歓布地 u.'・中・唖・轟生・古喧?・古R
11 古.遣白書 丘陵 舷布. 縄文・古墳・祭良・平安 30 興事量 (大塚義}古墳 丘陵 円墳 古境前

12 鳥谷T.遺跡 丘陵 散布地 縄文・古代 31 小池.遺瞥 丘陵 散布地 組主事?・聾・轟生・古壇牽員・平安
13 愛宕山古墳群 丘陵斜面 円積 古II後 32 米.古寝癖 丘陵斜面 古噴 古噴中

14 上の山遺跡 丘陵斜面 散布地 古墳 ・祭良 33 米泉遣隊 丘陵 散布地 古代

15 行人塚古境事事 段丘 古司自 古II中 34 羽渇遺跡 丘陵 散布地 古代

16 児沙門盆還跡 段丘 散布地 縄文中・晩・古代 35 板前A遺跡 丘鰻. 散布地 古代

17 孫沢古II群 丘陵臆 門司町・方司闘 古噴後 36 町史書へっぴり車古墳轟 丘俊 門司l'散布地 省司自後・古代
18 撞だれ山遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文前・中・古代 37 出羽通り遺跡 段丘 散布地 古代

19 よの厳下遺跡 丘鰻斜面 1l-N.IIIl u早?・唾・尊重・書壇・壷且・平安 38 大柳遺跡 丘綾 Il;布地 古代

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡(宮崎町教育委員会1999より転歳、一部改変)
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天平 9(737)年に開削された陸奥 ・出羽を結ぶ道路が通っていた交通の要衝に位置している。

本遺跡では、これまでの調在で、東西 ・南北道路跡をはじめ、築地甥や材木塀からなる大規模な区

画施設、塀や溝で区画された内部に、計画的に配置された建物群で構成される一郭などが発見されて

いる。このような遺構の存在は通常の集落遺跡とは大きく異なっており、本遺跡は東山官街遺跡と密

接な関わりをもった遺跡であると考えられる。特に、地方官街の周辺が道路によって方格に地割され

る例は、大宰府跡 ・多賀城跡 ・斎宮跡以外には知られておらず、壇の越遺跡と東山官街;遺跡は方格地

割を持つ古代の地方都市遺跡として極めて重要であるといえる。

2.調査に至る経緯

加美町の宮崎地区北部では、 1996年度から大規模なほ場整備事業に取りかかっており、本遺跡の所

在する谷地区 ・烏嶋 ・鳥屋ヶ崎地区もその対象地区となっている。また、ほ場整備と並行して県道鳥

屋ヶ崎 ・小野田線、柳沢 ・中新田線の改修 ・移設も計画されている。こうした状況を受けて宮崎町教

育委員会と宮城県教育委員会は、遺跡の範囲、密度を把握するため、 1996年度に場整備対象地区約

1，278，000m2について確認調査を実施した。この確認識査をもとに関係者が協議をおこない、削平され

る部分を極力減らすなどの計画変更がなされた。

事前調査は1997年度から開始され、 2002年度まで遺跡西~中央部を中心に、排水路、道路、切り土部

分、仮排水路とその地域にかかる県道柳沢 ・中新回線の約105，000m21こついて調査がおこなわれている。

今回は重要遺跡確認調査として、遺跡東部を対象に確認調査をおこなった。調査は2004年度ほ場整

備施行予定地区である39区の遺憾の内容を明らかにすることおよび、遺跡東部における広範な遺構の

分布状況を把握する目的でおこなわれた。また、壇の越遺跡周辺における関連遺跡の状況を把握する

ための分布調査もあわせて実施した。

第E章確認調査

1 .調査方法

今回の調査は39区の確認調蒼.と、遺跡東部の遺構分布調査に分かれる。

39区は、遺跡の中央東よりの地点で、県道柳沢 ・中新田線予定路線区の北側にあたる。2004年度ほ

場整備施行予定地内にA-L区の計12の調査区を設定し調査をおこなった (第2図〉。 遺構の性格を把

握するために必要に応じて精査を行っている。調査は2003年4月7日に調査を開始し、 5月28日に終

了した。調査面積は2000mzである。

遺跡東部地区では、県道予定路線地域内やほ場整備の際切り土となるA-Eの5地点に、計26本のト

レンチを設定し調査をおこなった(第2図)0A. B地点は遺跡南東部に位置し、 C地点は東山遺跡全

面に広がる段丘面の北東隅に、 D.E地点、は東山遺跡南門跡から南に140m程に位置する。遺構の有無

や広がりを把握することを目的としており、調査は遺構の表面検出にとどめた。調査は2003年11月14

日から調査を開始し12月3日に終了した。調査面積は1600m2である。

調査にあたっては、表土を除去した後、遺憾の検出、精査をおこなった。検出した遺構は、実測図





と写真撮影により記録した。39区については1/50平面図、 1/20断面図を作成し、測量にあたっては

国土座標第X系:X = -155，951.5700、Y=-3，200.2600を原点として用い、そこから東西南北の距離

で示した。A-D地点については、基本的に1/250の平面図を作成し、一部1/100平面図を作成した。

写真撮影には、 35mmカラースライドおよびモノクロネガフィルム、 6x 7ネガフィルム、デジタル

カメラを使用した。

2.基本層序と旧地形

I層は暗オリープ灰色 (2.5GY3/1: a)や灰オリープ色 (7.5Y4/2:b)粘土で、現水田耕作土や床

土である。II層は灰白色火山灰の粒やブロックを含む黒褐色(lOYR3/2)シルト (lla)の自然堆積層

で、直下に灰黄褐色(10YR5/2)砂(llb)の薄い堆積がみられる場合がある。E層は黒色(10YR1.7/1) 

粘土で、その上面が奈良 ・平安時代の遺構の掘込み面である。W層は灰褐色 (7.5Y5/2)シルトであ

る。A.L.K区に分布する。V層は明黄褐色(lOYR7/6)のシル トや粘土である。(第3図)

3.発見した遺構と遺物

39区

A-L区を通して、道路跡3条、材木塀跡2条、柱列跡3条、区画溝跡 5条、建物跡10棟のほか、溝

跡、畑跡、 土壌、ピットなどを検出した。遺構の掘込み面は皿層上面である。

遺物は土師器、須恵器のほか、砥石や縄文 ・弥生時代の石器剥片などが出土している。奈良 ・平安

時代の土師器、須恵器が主体であり、須恵器が大半を占める。

• 0地点西 D地点JI!

第3図基本膚序

7 
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(1 ) 道路跡

素掘りの側溝を伴う道路跡である。

E区でSX2600南北道路跡、 B区でSX3000東西道路跡を検出し、 A区でこれらの交差点を検出した。

また、 K区でSX2900東西道路跡の南側溝を検出した。

【SX2600南北道路跡】(第4・5・6図)

東西両側の道路側溝をA区で9.4m、E区で18m確認した。 2時期の変遷が認められる。上面に路面

上の堆積層と考えらる llb庖を確認したことから、路面はほぼ残存していた可能性がある。

側溝の規桜はB期が上幅O.7-1.6m、下幅O.3-0.5m、深さ30-40cm、断面形は逆台形である。A期

は、残存している部分で見ると上l隔O.6-0.7m、下帽O.25m、深さ35cmで、断面形は逆台形である。堆

積土はA・B期ともに黒ないし黒褐色土・粘質土 ・粘土の自然堆積土であり、 B期の堆積土上屈には灰

白色火山灰粒が少量見られた。

道路幅はB期で見ると側溝心心開で3.8-4.8m、道路跡の方向はE区の東側溝でN-40-Eである。

遺物は、 B期側溝の堆積土から土師器杯 ・費、須恵器坪 ・饗が出土している。土師持坪には製作に

ロクロを用いないもの(非ロク口調整)と、用いるもの(ロク口調整〉がある。須恵器杯には底部切

り離し技法がへラ切りで底部周縁や全面に軽いナデが施されるもの、静止糸切で底部周縁に手持ちケ

ズリが施されるものがある。また遺構確認時にも須恵器坪 ・聾が出土し、須恵器杯には底部切り離し

技法が静止糸切りで底部周縁に手持ちケズリが施されるものや、回転糸切りで無調整のもの、体部下

端から底部全面に回転へラケズ リが施されるものがある。

【SX3000東西道路跡】(第4・5• 7図)

A区とB区北部を通る東西道路跡で、 A区で8X2600道路跡と交差する。南北両側の道路側溝をA区

で15.4m、B区で7.2m確認した。 2時期の変選が認められる。llb屈が確認されないことから路面は削

平により失われているとみられる。

側溝の規模はB期が上幅O.65-1.65m、下幅O.3-0.6m、深さ20-45cm、断面形は逆台形である。A

期が上幅O.5-0.7m、下幅O.25-0.3m、探さ25-35cmで、断面形は北側溝は逆台形で南側溝は皿状で

ある。堆積土はA.B期ともに黒ないし黒褐色土 ・粘質土の自然堆積土である。

道路幅は側溝心心問でBJ聞が3.3-4.6mで、AJ倒が4.5-5.0mで、道路跡の方向は、A区検出の北側溝

でE-40_8である。

遺物は、 B期側溝の底面から須恵器坪 (第8図3)が出土している。底部切り離し技法がへラ切り

で無調整、底面に「生Jもしくは 「主Jの墨書がある。堆積土からは、土師器坪・鉢・盤、須恵器坪・

高台坪・蓋 ・鉢(第 8図4)・割、砥石が出土している。土師器杯には非ロク口調整のものと ロク口調

整のものがある。ロク口調整の杯は、体部がやや内湾気味に立ち上がり、口縁部が僅かに外傾し、内

面は黒色処理が施されている。鉢はロク口調整で内面は黒色処理が施されている。須恵器杯には底部

切り離し技法がへラ切りで無調整のものやへラ切り後ナデが施されるもの (第8図2)、体部下端から

底部に手持ちケズリが施されその後ナデが施されるもの(第 8図1)、底部全面に手持ちケズ リが施さ

れるものがある。砥石は砂岩製の板状のもので破片となっており、片面全体および側面の一部に磨滅
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三、這語気1

販商 遺 4骨 府 土色 ・土栓 備 考

11111色土 砂 ・火山灰Z立を少し含む 自然継続土

SX2ωOB 東西側溝 2 1 1.¥¥色給土 砂を少し含む 自然堆積土

3 11.1¥色枯質二t 地I~プロ ヲ クを~(告む 自然堆積土

A-A' 4 黒色粘土 砂を少し合む 自然S桂樹土

SX2600A 西側溝 S 泌総色土 枯性やゃあり 6膚土ブロ ヲクを含む 自然権総土

6 111¥色粘貿土 地山小プロ ッタ告書〈含む 自然地積土

S02664 7 1 ).(¥色給費土 しまりなし 地山プロック告書く含む 自然堆慣土

1 潟渇色土 自然堆積土

SX30∞B 南北側溝 2 1 I品色土 自然堆積土

8-8' 
31m色給費土 地山枯土 ・砂プロッテを合む 自然堆騎土

4 1 1棋色土 自然椎積:1:

SX30∞A 
北側溝

5 潟色粕貧土 砂プロッ?を含む 自然地積こ1・
南側溝 6 品1色給費土 地111粘土 ・砂プロッテを合む 自然増積土

1 1 n院縄色土 砂 ・火山灰紘を少し含む 自然唯積土

2 111¥ぬ色枯貧土 地山小プロックを多〈含む 自然地積土

SXωωB. S02ω9 1tl側溝 ・持軍 3111¥色枯質土 砂を少し含む 自然機償土

C-C' 4 黒色給土 砂を少し含む 自然権償土

5 オリ ープ織色粘土 地111砂が事〈流入 自然地積土

SX30∞A 南側溝 6 1 )高~柏土 砂を少し含む 自然犠積土

S02飴4 7 111¥渇色絵質土 地山小プロ ックを多〈含む 自然地積土

SXω∞8. S02610 北側溝
l 黒色粘土 砂を少し含む 自然t量償土

0-0' 2 1 ).(¥色枯土 自然堆積土

SX3∞OA |北側溝 3 品1悩色枯質土 地山ブロ ックを多く合む 自然llt積土

第 5図 SX2600・SX3000道路跡平面図・断面図
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第6図 SX2600道路跡平面図

12 



ゲ 802654 @ 
m
 

内
合
》

p
h
u
 

-

P

、J
V

A
ト

:
l

q
O

町

Z

E

d

-

d
--

仰

O

-ミ

a
y
b
'

R
h
 

D
庫川
E
-

1
:
 

!: 

個研

一
J
「

L
Y
M
-

-
l

j
】

除

I
d

a-a司司
マuhi''a

Aυ

-
噌

.
4

h

《
川

uv-

-

'

N

‘、、

《

Hu-

-

ぽ、

。。

問
、

X
こ
¥

n
b
v』
、

↓

-

-

A
 

C 

B A 

S02654 

o 0' 
吋←55.3m

吋"if

SX3∞o 
乞 S02悶 J557m 

心ミメL!!!

SA2655 

F [0" → トー55.3m
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l
l
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u
 

02m  O1m  

断面 週 情 届 土色 ・上位 備 Jt 

1 黒色t 枯tt・しまりややあり 砂を含む 火山灰を少し含む 円然堆積土

SX3併問B'S02隠3 北側溝 ・溝
2 瓜色枯質上 しまりなし 紗を少し合む 自然穂積上

3 111色枯慣上 しまりなし 地山ブロックを骨む n然地Mt
A-A'、 B-B'C-C' 0-0' 4 にぷい~色紗 しまり拡し 地山砂主体 lヨ然増償~'.

5 111拘色上 4占性あり しまりなし 樋山砂小プロ ックを少し青む n然岨;積土

SX3以)OA• 502654 Jt側鴻 ・溝 6 J.I¥色枯賞、十. しまり但し砂壱少し含む 自然l1t繍 t
7 盟i色納質J~ しまりなし 地山プロックを含む CI然地積上

第 7図 SX3000平面図・断面図

が認められる。

【SX2600・3000道路跡交差点】(第5図)

A区で8X2600・8X3000道路跡交差点を確認した。第 5図に示し たよ うに、 2本の道路跡の両側溝

は交差点、の四隅でそれぞれ iLJ形に接続して十字路交差点を形成している。B期には、 8X3000道路

跡を横断して南北の側溝をつなぐ8D2609(西側)・2610(東側)南北溝が新たに掘られている。これらの

規模は、幅30cm、深さ 3-8cmで、堆積土は黒色ないしオリ ープ黒色の粘土で自然堆積土である。

【SX2900東西道路跡】(第 4・8図)

K区北端で検出した東西道路跡で、南側溝のみを3.8m検出した。 2時期の変遷が認められる。

側溝の規模はB期が上幅O.8m、下幅O.2m、深さ40cm、断面形は逆台形である。AJ闘は深さ20cmで

ある。堆積土はA・B期ともに地山砂を含む、黒ないし黒褐色土 ・粘質土の自然堆積土である。

道路跡の方向はE-40-8である。

13 
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SX筑岡崎B北側構底面
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第8図

2m 

• 土色・土佐

思色土

2 黒色枯貧土

3 潟色枯ft土

ーー-S410 

@ 
SX2ωo市側海

E → 354.4m 

18 ' 

宅デ号制
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• Jt 
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、51
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特徴

内外 :ロクロナヂ 底 :切り継し不明ー手符ちケズリ

内外 :ロクロナデ 11::ヘラ切りーナヂ

内外 :ロクロナヂ Il:ヘラ切り 底部に..r.:EJorr生」
外 :ロ?ロナヂー体下歯車ケズリ 内:ロクロナヂ

SX2900平面図・断面図および道路跡出土土器
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遺物はB期側溝堆積土から須恵器坪 ・聾が出土している。須恵器坪は底部切り離し技法がへラ切り

でナデが施されている。

(2) 区画施設

A~H区で材木塀跡や柱列跡、区画溝跡の一部が検出されている。 これらには数十メー ト ルに渡っ

て設置されているものもあり、道路による方格地割内部をさらに区画する施設や、区画を取り囲む施

設とみられる。

【SA2615材木塀跡】(第 9図)

B区を横断し東西方向に延びる材木塀跡で、その一部が西部で6.9m、東部で'2.4m検出され、長さは

25m以上である。8X3000東西道路跡中軸線から南に35mlまどに位置する。B区西部では 3時期の変遷

が認められ、東部では l時期のみが認められる。材はいずれの時期のものも抜き取られている。

B区西部では、 A~C期の掘方とB ・ C期の材を抜き取るために掘られた穴 (抜き取り穴) を確認し

た。A.B期の掘方は、溝状に連続する抜き取り穴によって上部が大きく壊され、下部のみが残存し

ている。 掘方は溝状で、 規模は、 B期のもので幅40~70cm、 遺構確認面からの深さが35~60cmであ

り、断面形は逆台形である。埋土はA期が灰褐色砂、 B期が明黄褐色粘土である。A.B期については

抜き取られた柱のあたり痕跡が認められ、直径1O~20cm程の材が掘方の中軸線に沿って10-50cmの

間隔で立て並べられていたと考えられる。方向はB期柱列でE-30-8である。B期抜き取り溝の堆

積土は自然堆積であり、 B期撤去後C期が構築されるまでには時間的な隔たりがあるとみられる。

C期の掘方は抜き取り穴によって底面まで壊されている部分が多く 、部分的にしか残存していない。

掘方の幅は10-25cmであり、遺構確認面からの深さは40cm前後とみられる。柱痕跡などは確認され

なかった。C期はB期と時間的な隔たりがあり、掘方の規模もA・B期と比べ明らかに小さし、。

B区東部では 1時期のみ確認されている。掘方は幅30-40cm、深さ15cmで、上部は抜き取り溝に

よって壊されている。 材のあたり痕跡が認められ、 直径15-20cmの材が35~80cmの間隔で‘立て並べ

られていたと考えられる。西部で確認したA-Cのどの時期に対応するのかは確定できないが、掘方の

規模や構造、A-C期のなかでB期の掘方がもっとも探いことなどから考えると、 B期に対応する可能

性が高いと考えられる。

遺物は、 B期抜き取り穴から土師器聾破片、須恵器杯 ・高台杯 ・讃が出土している。須恵器杯には

底部切り離し技法がへラ切りで、切り離し後にナデ調整を施すもの (第10図 1)と無調整のものがあ

る(第10図 2)。前者の底部には「‘OJ状の墨書がある。また高台坪 (第10図 3)にも杯部底面に

「大jの墨書がある。高台杯(第10図4)は8E2617堆積土からも同一個体の破片が出土している。C

期の抜き取り穴からは須恵器郎が出土している。底部切り離し技法はへラ切りで軽いナデが施されて

し、る。

また、後述する8A2662材木塀跡がB区の東に位置するE区で検出されている。8A2615はこれと一連

である可能性も考えられる。
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【SA2662材木塀跡】(第 6図)
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第10図 SA2615材木塀跡出土土器

E区SX2600道路跡の西側溝の西側に沿って、南北方向に直線的に並ぶピット群を検出した。ピット

の直径は1O~30cm、密な部分では数センチ間隔でとぎれとぎれに7.3m程並んでいる。方向はN- 30
-

Eである。ピットには柱痕跡は確認できなかった。堆積土は砂粒を少し含む黒色土である。遺物は出

土していなし、。

これらのピットは材木塀の柱材が沈み込んだ痕跡と考えられ、道路と地割内部を画するような塀跡

の存在が推定される。また、前述したSA2615材木塀跡と一連の塀跡である可能性も考えられる。

【SA2655柱列跡】(第7図)

B区SX3000道路跡の南側に沿う東西方向の柱列跡である。規模は 3間以上で、調査区内では長さ

5.2m確認した。方向は、 E-lOO
-Sである。柱間寸法は西から1.65、1.6、1.7mである。柱穴は平面形

が方形ないし円形で直径25cm、深さ25cm、柱痕跡は直径10cm程の円形である。

遺物は出土していない。

【SA2661柱列跡】(第 9図)

B区中央部で検出した東西方向の柱列跡である。規模は 3間以上で、調査区内では長さ6.8m確認し

た。方向は東西基準線にほぼ一致している。柱間寸法は西から2.7、2.1、1.8mである。柱穴は平面形

が方形ないし円形で直径20-40cm、柱痕跡は直径10-15cmの円形である。

遺物は出土していなL、。

【SA2663柱列跡】(第12図)

G区北端部で検出した東西方向の柱列跡である。規模は 3間以上で、調査区内では長さ3.5m確認し

た。方向は、 E-l1O -Nである。柱間寸法は西から1.05、1.05、1.25mである。柱穴は平面形が方形基

調で一辺30-35cm、柱痕跡は直径10-15cmの円形である。

17 
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遺物は出土していない。

【S02672区画溝跡】 (第 6図)

E区SX2900道路跡西側溝から分岐し東へ続く構跡で、 SX3000道路跡中軸線から南に36mlこ位置す

る。E区北西部で長さ1.7mを検出し、 2時期の変遷が認められる。方向はB期でE-260-Nである。

幅は、 B'UJが35........45cm、 AW~が25........35cmである。 堆積土は黒色土の自然堆積土である。

遺物は出土していない。

なおSD2672区画溝跡は、位置関係から8A2615材木塀跡と一連である可能性もあるが、 SD2672区画

溝跡では掘万埋土と認定できるような堆積土は確認されなかったため、明確な対応関係は不明である。

【S02653・2654区画溝跡】(第 7図)

両溝跡ともB区8X3000道路跡北側溝から分岐し北へ続くもので、 8X2600南北道路中軸線から西へ、

SD2653が40m、SD2654が43mlこ位置する。SD2653はB期の道路側溝に接続し、SD2645はA期のもの

に接続していることから、道路側溝が改修される際lこSD2653が位世を西へ 3m移して8D2654に作り

直されたとみられる。

SD2653は長さ2.2mを確認し、上幅が80cm、探さ25cm、断面形は1lU状であり、堆積土は砂を少し含

む黒色土ないし粘質土で、 11函には灰白色火山灰が少量含まれる。方向はN-70-Eである。遺物は

出土していない。

SD2654は長さ3.0m確認し、上幅約25cm、深さ20cm、断面形は四角形を呈し、堆積土は砂や地山ブ

ロックを含む黒色粘質土である。方向はN-80-Eである。遺物は出土していなも、。

【S02621区画溝跡】(第 6・u図)

E区SX2600道路跡東側溝から束へ分岐し、 F区でSD2622区画溝跡と接続する東丙方向の溝跡であ

る。SX3000道路跡中軸線から南へ51mlこ位置する。E区で1.9m、F区で 5mを検出し、長は42.8m以上

である。2時期の変遷が認められる。

規模は、 B期で幅が70cm程、探さ30cm、A期の深さが20cmであり、断面形は両期とも逆台形であ

る。堆積土はA期が地山主体のにぶい黄色土と灰賞褐色土プロックないし地山粒を含む黒色粘質土、

B期が黒褐色土や地山主体のにぷい黄色土、黒色粘質土で、いずれも自然堆積土である。

方向はE.F区で確認した北側上端でE-40-8である。

なおSD2621と8X2600東側溝の接続関係は、それぞれの新旧関係と対応している。また、 SD2621区

画溝跡は、 B期にSD2622区画構跡と接続している。

遺物は出上していない。

【S02622区画溝跡】(第11図)

F区とL区で検出した南北方向の溝跡で、 L区で 2時期の変遷が認められる。F区では l時期のみ認

められSD2621区画溝のB期に北から接続している。SX2600道路跡中軸線から東に約41mに位置する。

F区で10.8m、L区で3.4m検出し、長さは25m以上である。

規模は、 B期で幅30........60cm、深さ20cm、A期の探さが25cmであり、断面形は両期とも皿l状である。

堆積土は、 A期が地山砂を含む黒色粘質土と地山砂主体のにぷい賞樺色砂、 B期が地山砂を少し含む
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黒色粘質土で、いずれも自然堆積土である。

方向はF区の東側上端でN-40-Eである。

B期堆積土中から須恵器壷が出土している。

【S02623区画溝跡】(第11図)

F区とH区で検出した南北方向の溝跡で、北でSD2621と、南でSX2600北側溝と接続するとみられる。

8X2600道路跡中軸線からF区で束に34m、H区で東に39mの位置にある。F区で4.8m、H区で3.8mが

検出され、長さは50m以上である。2時期の変遷が認められる。

規模は、 B期で幅70-80cm、深さ25cm、A期の深さが30cmであり、断面形は両期とも逆台形であ

る。堆積土は、A期が砂を含む黒色土と黒褐色砂質土で、 B期が砂を合む黒色土と黒褐色粘質土で、

ともに自然堆積土である。

方向はF区とH区のB期東側上端でN-1.50-Wである。

遺物は、堆積土から須恵器坪 ・聾が出土している。須恵器杯には底部切り離し技法がへラ切りでナ

デ調整のもの、底面に手持ちケズリ調整が施されるものがある。

(3) 建物跡

B・G.K区で掘立柱建物跡を検出した。特にG区では柱穴規模が比較的大きい建物が集中してみら

れる。ここでは代表的なものについて述べ、その他のものついては表にまとめて示した(第 l表参照)。

【SB2611建物跡】(第4図)

B区中央部に位置する、東西2間以上、南北 2問の建物跡で、西側は調査区外に続く。柱穴は 5箇

所検出した。

平面規模は東西が北側柱列で2.0m以上、南北が東側柱列で総長3.8m、柱間寸法は1.9m等間である。

方向は東側柱列でN-60-Eである。

柱穴は平面形が隅丸方形で、規模が一辺40-70cmである。深さは南東隅の柱穴で46cm、埋土は地

山砂プロ ックを多く含む黒色粘質土と地山粘土プロックを非常に多く含む褐色砂である。4箇所で柱

痕跡を確認した。柱痕跡は直径15-25cmの円形である。

遺物は出土していない。

【SB2618建物跡】(第4図)

B区南部に位置する、東西 2間以上、南北 1聞の東西棟で、西側は調査区外に続く。柱穴は 6箇所

検出した。

平面規模は桁行が北側柱列で2.5m以上、柱間寸法は東から1.2・1.3mで、梁行が東饗で2.5mで・ある。

方向は北側柱列でE-60_8である。

柱穴は平面形が隅丸長方形で、規模が一辺40-50cmである。深さは南東隅柱で52cm、埋土は地山

粘土プロックを多く含む黒色土である。全てで柱痕跡が認められる。柱痕跡は直径lO-20cmの円形

である。

遺物は出土していない。
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【S82636建物跡】(第12図)

G区の北部に位置する、東西 3閥、南北が西饗で 2問、東婆で 3聞の東西棟で、 8D2669・2670より

古い。全ての柱穴を検出した。

平面規模は桁行が北側柱列で総長5.8m、柱間寸法は西から1.9・1.9・2.0mで、梁行が西饗で総長3.8m、

柱間寸法は西妻で1.9m等問、東婆で北から1.3・1.2・1.3mである。方向は北側柱列でE-30-Nである。

柱穴は平面形が隅丸方形ないし隅丸長方形で、規模が一辺40~50cmである。 深さは北東隅柱で

40cm、埋土は、地山粘土プロックや砂を含む黛褐色土、黒色土、黒色粘質土などである。東妻の北側

2 笛所の柱穴では柱材を、その他では柱痕跡が認められる。 柱材断面形および柱痕跡は直径10~15cm

の円形である。 造物は出土していない。

【S82640建物跡】(第12図)

G区の中央に位置する、東西 3閥、南北2聞の東西棟建物跡で、 SD2639より古い。束婆より西へ 1

問目に間仕切りを持つ建物跡で、柱穴は北東隅と東妻棟通り下の 2つをのぞく 8箇所検出した。

平面規模は桁行が南側柱列で総長6.6m、柱間寸法は西から4.4m (2間分)・2.2mで、梁行が西妻で

総長4.8m、柱間寸法は2.4m等間である。方向は南側柱列でE-40-Nである。

柱穴は平面形が隅丸方形で、規模が一辺60~90cmである 。 深さは北西隅の柱穴で55cm、南西隅の

柱穴で40cmである。埋土は地山ブロックを含む鼎褐色土、黒褐色粘土、黒色粘質土、および地山粘土

主体の明黄褐色粘土などで、 一部グライ化している。 3箇所で切り取り穴、 4箇所で抜き取り穴を検

出している。北西隅柱穴では柱材を検出し、 3箇所で柱痕跡を確認している。柱材断面形および柱痕

跡は誼径15~25cmの円形である。

間仕切りの柱穴は 2箇所で確認している。間仕切りの柱穴は平面形は隅丸方形で規模は一辺約

40cmである。深さは25cm、埋土は黒褐色砂質土ある。柱材は抜き取られているが、抜き取り穴の底

面で径20cmの円形を呈する柱のあたり痕跡が認められた。

遺物は、切り取り穴堆積土から須恵器蓋の破片、土師器片が少量出土している。

この付近で最も平面規模の大きい建物であり、柱穴の掘方も大きく整っており、柱材も直径25cmの

ものが確認されているこ となどから、中心的建物であった可能性も考えられる。

【582638建物跡】(第13図)

G区南部に位置する、東西が北側柱列で 2閥、南側柱列で 3問、南北 2間の建物跡で、 8B2635・

8K2641・2644より新しL、。全ての柱穴を検出した。

平面規模は東西が北側柱列で総長5.4m、柱間寸法は西から2.6・2.8m、南側柱列で総長5.4m、柱問

寸法は西から2.1・1.1・2.2m、南北が西側柱列で総長5.1m、柱間寸法は北から2.4・2.7mである。方向

は西側柱列でN-50-Wである。

柱穴は平面形が隅丸長方形で、規模が一辺60~90cmである。 深さは南西隅柱で40cm、北側柱列中

央、東側柱列中央で60cmである。埋土は、地山粘土プロックや砂を含む黒色粘質土、黒色粘土、およ

び地山粘土主体の明黄褐色粘土などで、 一部グライ化している。5箇所で柱痕跡を確認し、その他の柱

穴では柱は抜き取られている。 柱材断面形および柱痕跡は直径15~20cmの円形である。
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遺物は、柱穴埋土から須恵器杯や、須恵器蓋 ・坪 ・聾が出土している。須恵器杯には底部切り離し

技法がへラ切りで無調整 (第13図 1)のものや、底部全面に回転ケズリが施されているものがある。

抜き取り穴堆積土中からは、須恵器杯、非ロク口調整の土師器片が少量出土している。須恵器町、の底

部には丁寧なナデ調整が施されている。

【S82635建物跡】(第13図)

GI&の南部lこ位位する、東西 3問、南北 2聞の東西棟で、 SB2638より古L、。柱穴はSB2638によって

壊されている西婆棟通下を除く 9筒所検出した。

平商規模は切り取りないし抜き取り穴の状況から柱位置を想定すると、桁行が南側柱列で総長

4.6m、柱間寸法は西から1.4・1.7・1.5mで、梁行が西側柱列で総長3.7m、柱間寸法は北から1.6・2.1m

である。方向は南側柱列でE-30-Nである。

柱穴は平面形が隅丸方形で、規模が一辺70-nOcmである。深さは南東隅柱で65cm、北側柱列東端

から 2個目で55cm、埋土は地山プロックを多く含む黒色粘質土である。いずれにおいても切り取りも

しくは抜き取り穴が認められ、東襲棟通下では柱痕跡を確認した。柱痕跡は直径15-20cmの円形である。

遺物は出土していない。

【S82648建物跡】(第13図)

G区の南部に位置する、東西 3閥以上、南北 2聞の東西棟で、東側は調在区外へ続く。柱穴は 7箇

所検出した。

平面規模は桁行が北側柱列で総ー長4.1m以上、柱間寸法は西から1.4・2.7(2間分)で、梁行が西側

柱列で総長3.1m、柱間寸法は北から1.3・1.8mである。方向は北側柱列でE-30-Nである。

柱穴は平面形が隅丸方形ないし円形で、規模が一辺30-40cmである。深さは北西隣柱で25cm、埋

土は北西隅柱で地山土 ・砂プロックを含む黒褐色粘質土である。5箇所で柱痕跡を確認した。柱痕跡

は直径10-15cmの円形である。

遺物は出土していなし、。

【S82647建物跡】(第13図)

G区の南部に位置する、東西 2問、南北 1聞の建物跡で、全ての柱穴を検出した。

平面規模は東西が南側柱列で総長3.5m、柱間寸法は西から1.8・1.7mで、南北が西側柱列で総長3.4m

である。方向は南側柱列でE-60-Nである。

柱穴は、平面形が|塙丸方形で、規模が一辺25-45cmである。深さは北西隅柱で25cm、埋土は地山

粘土・砂プロックを多く含む黒色粘質土である。全てで柱痕跡を検出した。柱痕跡は直径10-20cmの

円形である。

遺物は出土していない。

(4) その他の遺構

その他の遺構としては、井戸跡、溝跡、土棟、畑跡を検出している。溝跡には弧状に巡るもの、直

線的なものなどがあり、土壌には平面形が長方形や楕円形、不整形を呈するものがある。また、溝跡
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や土壌には人為的に埋め戻されているものもみとめられる。ここでは代表的なものについて述べ、そ

の他のものついては表にまとめて示した (第 2表参照)。

【SE2617弁戸跡】(第9図)

B区の中央部の東壁際で検出した素掘りの井戸跡で、井戸跡西半を検出した。

口平面形は直径190cmの円形で、底部径は40cm、深さ110cmで、断面形は漏斗状である。

堆積土は、砂粒と炭粒を含む黒色粘土と地山砂を互層状に含む黒色粘土の自然堆積土である。

遺物は、堆積土中から須恵器郎 ・聾片が少量出土している。須恵器杯は底部切り離し技法が静止糸

切りで体部下端から底部周縁にかけて回転ケズリが施されている。

【S02612溝跡】(第4図)

B区の中央北寄りで検出した溝跡で、 SK2651より古L、。調査区外の南から北へ向かつて延び弧状に

西へ向きを変え調査区外へ延びる。

長さは11m以上、溝の幅は60-160cmである。堆積土は、黒褐色粘質土プロックを含む黒色土で、

自然堆積土である。

遺物は堆積土中から土伺i器片が僅かに出土している。

【S02619溝跡】(第4図)

B区の東側拡張区で検出した弧状に巡る溝跡で、溝跡北部を検出した。大半は調査区外に続く。

長さは15m以上、幅は100-220cmで変化が大きく輪郭は不規則である。弧の内径は9m以上で、弧

の内側でピットが l基検出されている。

遺物は、須恵器聾や土師器片などが出土している。

【S02646溝跡】(第4図)

G区の東部で検出した南北方向の溝跡で、両端とも調査区外へ続く。SD2649より新しL、。方向はN

-20-Eである。

規模は、長さが7.3m以上で、よ幅は50-100cm、断面形は皿状で深さは24cmである。堆積土は地山

プロックを含む黒色粘質土や暗褐色砂質土で、 自然堆積土である。

遺物は須恵器硯 ・蓋 ・杯 ・高台町、・聾，土師器杯 ・聾が出土している。須恵器硯 (第13図2)は脚

部が出土し、十字形の透かしと、縦方向の 3本の平行する沈線が4単位配置されている。須恵器坪には

底部切り離し技法がへラ切りでナデ調整が施されるものがある。土師器杯には非ロク口調整で内面に

黒色処理が施されているものがあり、土師器聾にはロク口調整で内面に黒色処理が施されているもの

がある。

【SK2641土横】(第12図)

G区の中央西よりで検出した土壌で、 SB2638より古b、。

平面形は長方形で、長さ5.0m、幅2.6m、深さは60cmであり、断面形は逆台形である。中央付近を

一部掘り下げたところ、底面を南北に横切る14-18cmほどの高まりを検出した。

堆積土は地山砂小プロックを多く含む黒色粘質土と地山砂プロックを多く含む黒色粘土で、 人為的に

埋め戻されていた。

25 
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遺物は、埋土中から須恵器杯 ・塑片 ・土師器片などが出土した。須恵器;停には底部切り離し技法が

へラ切りで底部全面に軽いナデ調整が施されるものがある。

【SK2645土横】(第12図)

G区の北部で検出した土壌で、 SD2670より古L、。

平面形は不整な楕円形で長さ3.5m、幅2.6mである。底面は凹凸があり、深さは深いところで65cm

である。堆積土は、地山プロックを含む黒色粘質土や褐色砂、オリーブ灰色粘土で、自然堆積土である。

遺物は須恵器杯 ・壷 ・聾が出土している。時には底部切り離し技法が静止糸切りで底部周縁に回転

ケズリが施されるものや、底部切り離し技法がへラ切りで手持ちケズリ、ナデが施されるものがある。

【SF2658・2659畑跡】(第 4図〉

I区東半に分布する畑跡で、畝跡とみられる平行する小溝跡群を検出した。 SF2658はSF2659より

新しく、 SD2657より古b、。

SF2658は、方向がE-5 -60-Nのものや、 E-120-Nのもの、 E-180-Nのものがあり、数時期

の変選を経ているものとみられる。溝跡の幅は10-30cmで、長さは長いもので6.2m以上である。溝

跡の間隔は同時期と考えられるもの毎に見るとl.2-3.5mである。

SF2659は、方向がN-300 -Wで、溝跡の幅は20-25cmで、長さは長いもので5.5m以上である。溝

跡の間隔は2.1mである。

遺物はどちらからも出土していない。

(5) その他の出土遺物

本文中で取り上げなかった遺構や、遺構確認面、表土からも遺物が出土している。古代の土師器、

須恵器が主体で、他に縄文 ・弥生時代の石器剥片が数点出土している。

土師器は郎 ・椀 ・鉢 ・聾が出土している。非ロク口調整の杯には、丸底で外面に段があり、内面は

黒色処理が施されているものがある(第14図 1)。 椀は底部破片が出土し、平底で、体部外面から底面

にかけて手持ちケズリが、内面には黒色処理が施されている。鉢は底部破片が出土し、外面にはナデ

が施され、内面には黒色処理が施され、底面には木葉痕がみられる。椀 ・鉢は非ロク口調整である。

聾は非ロク口調整のものとロク口調整のものがある。非ロク口調整のものには、長胴形で、口縁部内

外面にはヨコナデ、体部外面には縦方向のケズリ、体部内面にはへラナデが施されるものがある (第

14図2)。ロク口調整のものには、長胴形で、口縁部外縁が垂直に立ち上がり、体部外面にケズリが施

されるものがある(第14図3)。

須恵器は町、 ・高台杯 ・蓋 ・鉢 ・麓 ・聾が出土している。杯には、底部切り離し技法が静止糸切りで

体部下端から周縁に手持ちケズリが施されているもの (第14図6・7)、底部切り離し伎法がへラ切り

で無調整のもの (第14図8)などがある。蓋には器高が低く口縁端部が下方に折れるものがある (第

14図5)。郵には、体部外面は平行タタキが施され、内面には無文の当て具痕跡がみられるものや(第

15図)、大型で、頚部に横方向の 5本の平行する沈線が描かれ、間に波状文が配されているものがある

(第14図的。
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SK2614 地積土

第15図 その他の出土土器(2)
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遺跡東部地区

遺跡東部の南北650m、東西450mの範囲に設定されたA-E地点を調査し、道路跡 5条をはじめ掘立

柱建物跡19棟、井戸跡 1基、消跡、土壌などを多数検出した。

A地点 (第16図)

道路跡2条、掘立柱建物跡8棟以上、井戸跡 l基以上、ほかに多数の溝跡、土壊などを検出した。

道路跡は、 SX3100南北道路とSX1900東西道路、およびそれら南北・東西道路の交差点を確認した。

SX3100道路跡はT44・45で新たに確認した南北道路跡で、長さは16m以上である。組IJ構は 2時期の

変選が認められ、新しい側溝の上幅は40-50cm、道路幅は側溝上端中心問で約 4mである。

SX1900道路跡は23・29S区 (斉藤 2002)・38区など (斉藤 2004)で検出されている東西道路跡で、

東側延長をT43・45で確認した。T43では南側溝、 T45では北側溝を検出し、 2時期の変遷が認められ

る。新しい側溝の上幅は約60cmである。

T45ではSX3100南北道路跡とSX1900東西道路跡の交差点部分を検出しており、 SX3100東側溝と

SX1900北側溝が iLJ形に接続している。

掘立柱建物跡は、 SX2300南北大路に近い地点で比較的多く検出し、 T39-43では 8棟以上検出した。

柱穴の平面形は隅丸方形のらのがほとんどで、規模は一辺50-70cmのものが多いが、 130cmと大型の
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第16図 A-D地点、の位置と主な遺矯配置図
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ものもある。建物の平面規模は調査区が狭いためはっきり分かるものはないが、 T41で検出したもの

には、東西 2間以上、総長 5m以上、南北 3間以上総長 6m以上のものがある。

その他の遺構としては、 T42で井戸跡を検出した。

遺物は、遺構確認の際、 土師器盤、須恵器郎 ・盤、石器剥片が少量出土した。-t師器饗には非ロク

口調整のものとロク口調整のものがある。須恵器杯には底部切り離し技法が静止糸切りで体部下端か

ら底部周縁にかけて回転ケズリ調整が施されるものがある。

B地点 (第16図)

道路跡2条、掘立柱建物跡 2棟、溝跡5条のほか、畑跡や若干のピットを検出した。また、確認面

や表土から土師器、須恵器などが少輩出土している。 なお、 T47~49では削平が地山商まで及んでお

り、遺構の残存状況は悪L、。

道路跡は、南北道路 1条、東西道路 1条を確認した。

SX3300道路跡は新たに検出した南北道路跡で、 T46・47で長さ20mを確認した。道路側溝は 1時期

のみを確認し、側溝の上幅は40~50cm、 道路幅は側溝上端中心間で約 4mである。

SX2700道路跡は37区で検出されている東西道路跡 (斉藤 2004)で、東側延長の北側溝をT47で検出

した。道路側溝は 1時期のみを確認し、側溝の上幅は35cmである。またT49ではSX2700のさらに東へ

延びる部分の存在が想定されるが、 T49西半部は削平が著しいため確認できなかった。

掘立柱建物跡は、いずれも東西1問、南北1間以上と小規模で柱穴規模も小さL、。方向は南北基準線

に近b、。溝跡には弧状に巡ものがあり住居跡の外周溝の可能性がある。他に、 T49東端で深さ80cmほ

どの落ち込みの西辺部分が検出されている。

遺物は、土師器到、須恵器杯 ・聾が少量出土した。土師器聾は非ロク口調整である。

C地点(第16図)

全体的に湧水がみられる。遺構は、道路跡 1条、掘立柱建物跡4棟以上のほか、鴻跡、土壊、ピッ

トなどを検出した。

道路跡はSX3200南北道路跡を新たに検出した。T50-52で長さ34mを確認し、道路側溝は、西側溝

で 2 時期の変選が認められ、上幅は30-120cm程である。 道路幅は側溝上端中心閥で 3~5mである。

掘立柱建物跡は、いずれも、方向は南北基準線に近く、柱穴は一辺20-30cmの方形の小規模なもの

であり、規模が 2聞ないし 3聞で、柱問寸法は 2-4mである。

溝跡は数状検出しているが、 T53で検出した東西方向の溝跡は幅約80cmで遺構確認時に比較的多く

。 IOcm 

通情/層

制限T53 鴻跡磁o

特 徴

内外:ロデロナヂ 郎IlSn:岡転ケズリー高台取 り付け『包 タロナヂ

第17図 C地点、出土土器



の遺物が出土した。その他の遺構には、 T51から径3m以上の土墳が2基検出されている。

遺物は、 T53の溝跡から土師器聾、須恵器高台坪 ・聾が出土した。土師器聾には非ロクロ調整のも

のとロク口調整のものがある。須恵器高台杯(第17図)は杯部の底部切り離し技法がへラ切りで回転

ケズリが施された後、高台が取り付けられている。

D地点 (第16図〉

地山面は東に向かつて低くなり、古代の旧表土であるE層は東に向かつて急に厚く堆積している。

全体的に湧水がみられ、低い東側では非常に激しい。遺構は乏しく、溝跡数条と土壌、ピットがわず

かに検出されるのみである。遺物は出土していない。

T57では北東から南西方向に延びる溝跡が検出された。幅30cm、深さ約17cmで‘人為的に埋め戻され

ており、底面から木片を検出したが性格は不明である。 T56~60にかけて検出した南北溝跡は、幅180

~280cmで、蛇行しており、旧流路の可能性がある。 T60で土域 1 基を検出した。 平面形は楕円形を

呈し長径 2m以上、短径1.4mである。

E地点 (第16・18図)

地形は平坦で若干の湧水がみられる。遺構密度は高く、掘立柱建物跡 5棟以上、溝跡8条、土域 l

基、ピット多数を検出した。

掘立柱建物跡は、いずれもT64で検出した。調査区が狭いため平面規模は分からないが、柱穴はい

ずれも平面形が方形ないし隅丸方形で、 一辺80cm以上のものが多く、なかには一辺140cmのものもあ

る。建物は互いに重複しており、また立て替えがおこなわれているものも 1棟認められた。他に、溝

跡は東西溝、南北溝がある。

遺物はT64の遺構確認の際、須恵器杯 ・高台坪 ・蓋・護破片などが出土した。

〈区

02m  

第18図 E地点、T64遺機配置図
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第E章分布調査

1 .調査の目的と方法

本遺跡は、東山官街遺跡の外郭南門跡から南へ続く南北道路跡を基準とした方格地割の発見により、

東山富街遺跡と一体の遺跡であると捉えられる。また、これまでの調査で発見した区画施設に関して

も、これが東山官街遺跡を囲む区画施設となる可能性もあり、この区画施設全体のあり方の追求色必

要なことと考えられた。さらに東山官街遺跡には、本遺跡の他にも早風遺跡や上の山遺跡、毘沙門堂

遺跡といった同時期の遺跡が隣接しており、これらの遺跡の性格についても考えていく必要があるた

め、これらの遺跡と、土塁 ・空堀の存在が指摘されていた(宮崎町史編纂委員会1973)周辺丘陵を対

象に分布調査を実施することにした。分布調査は、 12月1日-5日と 3月24日に実施した。なお、確

認した遺構や遺物採集地点は 1/5000地形図へ記入し、状況をデジタルカメラにより撮影した。

2.遺構分布

a - f地点で台地状ないし土星状の高まりを、 g地点で古代の整地地業跡を確認した。(第2図)

a地点:東山宮街遺跡西側の地点で、周囲より一段高くなっている畑を確認した。北西から南東に延

びる高さ1m程の台地状の高まりである。

b地点:東山官街遺跡に隣接する東側の丘陵西斜面から丘陵尾椴にかけて、東西方向の土塁状の高ま

りを確認した。丘陵尾根から西に向かつて小尾根上を下り、西側の沢手前で不明瞭となる。約100m前

後確認し、高さは残存状況が良好な東部で50-80cmである。

c地点 :b地点の南、東山官街遺跡の東側の丘陵西斜面から丘陵尾根にかけて、東西方向の土塁状の

高まりを確認した。丘陵尾根から谷筋の落ち際に沿って西へ続くが、中間の斜面では不明瞭である。

西側で約40-50m、東側で約40-50m確認している。高さは東側で50-60cmである。

d地点:上の山遺跡の北側の丘陵頂部で、南北方向の高まりを約30-40m確認した。高さは60-70cm

である。

e地点:上の山遺跡の南東部、 上の山遺跡が立地する丘陵の束縁に沿って続く南北方向の土塁状の高

まりを30-40m確認した。高さは40-50cmである。

f地点:上の山遺跡の南側で、北辺と西辺が iLJ字状に巡る土塁状の高まりを確認した。南北約50

m、東西約50m、高さは70-80cmである。

g地点:早風遺跡が立地する尾根の先端付近の地点である。東西に切られた露頭で、整地地業と溝跡

を確認した。整地地業は路頭の北面で確認し、東西 5-6mの幅で版築状の土居が認められ、段状に

掘込こまれた後に整地されている。一定の幅をもった南北方向の区画施設ないし平坦商造成の可能性

が考えられる。溝は路頭の北面と南面で確認し、整地地業より新しく、幅 2-3mである。



3.遺物分布

壇の越遺跡の南東部から毘沙門堂遺跡にかけての範囲で古代の須恵器・土師器を採集し、この2遺跡

聞では遺物の分布が迎続していることが確認された。これらの遺跡は隣接し、地形的にも途切れない

ことから一連の遺跡と捉えられる。また上の山遺跡南側の段丘面東側で古代の須恵器 ・土師器が採集

されたことから、上の山遺跡の範囲が南側に広がると考えられる。
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i稼跡 ・区画向車跡属性表

遺機名 位他 長さ(m) 土.緬{岨} 深創価} 断面形 方向 !Ii償関係 遺 物 堆積土などの特種
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S02612 B区 11以上 60-1ω ー ー 直E伏 SK26S1より古い 土防総片 黒褐色結貧土プロ ックを含む黒色土
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L、 土鋪総片
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土機属性表

遺綿名 位蜜 平蘭形 平面規綬{圃} 断面形 深刻個} 重複関係 泡 物 権償土

5K2614 B区 締円形 110以上X70 底台稲形凹凸の逆 25 須器恵H務質 ・降、/tロクロ土師
、土舗怨 縄土色・地土プ山砂ロプックロをッ含タむをH多l色く含枯貧む土褐，色黒土色

SK265 1 B区 続阿形 4ωx220 片o側E台に形段がつ 56 
S02612より新し
L、

須高I総E干 地クク山をを少非プ常ロし合にッむ多ク出をく血含色含む枯む県貧絢土絢色、砂色池土(、山自枯地然土1?11)ププロロ ッッ

SK2652 B区 問丸長方形 100X80 皿状 18 須恵2昔痩片 Jゐ色品色粘〉質土土ププロロックッをク含を含む灰むD鈍E色色齢給、質n土土、{1人珂締

SK2671 Bli< 不整術円形 総O以上Xl40以上 ー

5K2627 F区 不蜂柵円形 2ω以上XI伺以上 須恵器聾 ・杯片、土飯器片 ー

SK2628 F区 抑円形 410x220 須l!l昔益保片、 土館総片

SK2ω3 G区 いびつな長方形 4∞X370 ーー S02ω9より古い 須毎器恵器質、保土.~師E器片、保片ロ7ロ土 -
SKお41 G区 長方形 5∞x2ω 逆台形 SB2ω8より古い 須議事t係 .Jl丹、 土防総片 地砂山プ砂ロ小ップク告ロ書ックくを含含むむ撚黒色色鈷土粘質{士人、為)地山

SKお42 01& いびつな長方形 200X170 片く逆側台に段形がつ 50 2両軍lii珂..灘 地プ山ロプ。Jロクをッ非ク常を含にむ多銀〈含色絵むB質E縄土、色地砂山(結人土

為)

SK2.似3 G区 術円形 IOOX70 逆台形 30 須忠告書iI'!I!片、 土防総!I! 地砂プ貧山ロ小土γ、プ7EをロE非色ッ絵常ク質をに合土多む〈(黒含人む為褐)色辺土機並地土、1I1粘縄土色

SK2644 G区 いびつな長方形 390 x 230 逆台形 SB2638より古い 地IIJ砂山砂ププロロッヲ?をク含をむ多黒く含色む絵瓜土色〈粘人質為土}、Jt 

SKお45 G区 いびつな長方形 310X2ω 不定形 68 502670より古い 須恵器杯 ・破?・痩片 地tリF、山ー枯地プ灰土山枯ブ色二枯ロ世.土プッなヲロをどッ.合クむを(自黒非然色常)粘に質多土〈、含縄む色オ

SK泌総 JI8: 不定形 70X65 土舗器保、ロデロ土飯器片 " 

SK262事 K区 構内形 150X90 須11(=師、土師tIi片

SK2ω。K区 不型眠術円形 190x80 須耳I器郎、土舗務停 ー

第 2表遺構属性表(2)
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第W章まとめ

1.道路跡と方格地劃

本遺跡では、これまでの遺跡西半部を対象とした調査によって、東西 ・南北道路跡が検出され、こ

れらによる方格地割の存在が確認されている。そして方格地割は、東山官街遺跡外郭南門から南に延

びるSX2300南北道路跡を基準としていると考えられ、この南北道路を南北大路と捉えている (斉藤

2003)。

今回の調査では、 SX3100・3200・3300南北道路跡 ・SX3000東西道路跡を新たに発見し、これまで

確認されていたSX2600南北道路跡、SX2900・1900・2700東西道路跡の延長を検出した。また、SX2600・

3000、SX3100・1900道路跡交差点を検出した (第19図)。

以下では、今回検出した道路跡の構造 ・規模、方格地割のあり方、年代などについて他の調査区で

の成果を踏まえながらみていく(第3表)。

道路跡の概要

SX2600南北道路跡は39A.E区で検出した。南の延長が38区(斉藤2003)・40区(加美町教育委員会

2004)で確認されており、長さは370m以上にわたる。迫-路幅は側溝中心|首jで3.8-4.8mで、 SX3000

東西道路跡の交差点南部分では、 A期よりB期の方がやや狭くなっている。39区では 2時期の変選が

認められる。 SX2300南北大路から西に約220mlこ位置する。方向は、 39A区と38区の道路中心でN-

5.70 
- Eである。

SX3100南北道路跡は遺跡東部のA地点で検出した。T45でSX1900東西道路跡と交差する。道路幅

は側溝中心間で約 4mである。SX2300南北大路から約108m東に位置する。

SX3200南北道路跡は遺跡東部の C地点で検出した。道路幅は側溝中心問で 3-5mである。

SX2300南北大路から約215m東に位置する。

SX3300南北道路跡は遺跡東部の B地点で検出した。道路幅は側溝中心間で約 4mである。SX2300

南北大路から約312m東に位置する。

SX3000東西道路跡は、 39A・B区で検出した。西の延長を40区で検出しており、長さは200m以上

にわたる。 A区では路面はほぼ残存していた可能性があり、その場合、当時の表土上面がそのまま路

面となっていた。道路幅は39区で3.3-4.6m、40区で 3-5mである。SX2600南北道路跡との交差点

より東側部分では、道路幅はA期より B期の方がやや狭くなっている。東山官街遺跡外郭南門から約

道路名
位 置 (m)

11認famE〉大長 {道側館鴻綱中心(m間】} 方向{・} 年 tt 南門織から SX2300から

益" 陶

5X恕泊。 惰に220 370 3.8-4.8 1¥-5:ず -E S世紀中葉
SX31ω 東に108 16 4 。 S世紀・1・業1-
SX3筑同 東に215 34 3-5 ? S世紀中jf!1-
SX3羽10 .に312 20 4 ? S世紀中葉1-

辺東西断

SX税同町 隔に310 2ω 3-5 E-3.8" -5 8世紀中業-10股紀前薬?
5X2900 同時に420 5ω 4-5.5 E-4.0'・-s S世紀中.-
5Xl900 I帽にωs 7ω 3.6-8.2 E-:r -S S世紀中.-
SX27ω I曹に745 450 5.4 E-2' -5 81世紀中襲~

第3表道路跡の位置と規様および隼代
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310m南に位置する。方向は39A区と40区東端の道路中心でE-3.80 
- Sである。

SX2900東西道路跡は、 39K区で南側溝を検出した。西の延長を40区で検出している。また、 21区で

はこの道路跡の延長上にあたる部分で東西方向の溝とそれに沿う柱列跡を検出しており (宮崎町教育

委員会2003)、この溝跡が道路跡の南側溝と考えられ、その場合、長さは550m以上にわたる。道路幅

は40区で 4-5.5mである。東山官街遺跡外郭南門から約420m南に位置する。方向は39K区と21区の

南側溝でE-4.00 
- Sである。

SX1900道路跡は23区 (宮崎町教育委員会2003)・29S区 (斉藤2003)・38区などで検出している東西

道路跡で、その延長をT43・45で確認した。長さは790m以上にわたる。道路幅は38区で3.6m、29S

区のSX1700南北道路跡との交差点付近で最も広く8.2mである。東山官街遺跡外郭南門から約635m

南に位置する。

SX2700道路跡は37区 (斉藤2003)で検出した東西道路跡で、その延長にあたる部分の北側溝をT47

で検出した。長さは450m以上にわたる。道路幅は37区で5.4mである。東山官街遺跡外郭南門から約

745m南に位置する。

道路跡の構造 ・規模

今回検出した道路跡は、いずれも両側に素掘りの道路側溝を伴う。これまでの調査で確認されてい

る他の道路跡についても、多くの地点で素掘りの側溝が認められているが、SX2400南北道路跡では、西

側にのみ側溝がみられ、東側には側溝がみられず、柱列がともなう箇所が確認されている(加美町教

育委員会2004)。これらのことから、道路跡は基本的に両側に側溝を伴うが、部分的に側溝が柱列に

とって代わられる場合もあったと考えられる。

道路幅は、狭い部分で約 3m、最も広い部分で8.2mと変異がある。また同ーの道路跡であっても場

所ごとに異なっている場合が認められるなど、道路幅は一定してはいない場合が多い。

交差点、は、 SX2600・3000道路跡交差点をA区で、 SX3100・1900道路跡交差点をA地点で検出した。

いずれにおいても互いの道路側溝は fLJ形に接続している。ところで、 SX2600・3000道路跡交差点

では交差点、の東西両側にはSX3000東西道路跡を横切る小規模な溝跡が認められた。これに類する例

は、 SX2800南北道路跡とSX3000東西道路跡交差点でも認められる (加美町教育委員会2004)。また類

似した例としては、山王遺跡多賀前地区の北 1西 3道路跡交差点や点西大路西 2道路交差点付近で、

路面を貫く浅い溝跡が検出されており、路面排水溝跡とみられている (宮城県教育委員会1995)。しか

し、本遺跡のものはこれよりも探く、位置もより交差点に近接していることから、路面排水の溝では

なく、，81Jの側溝へ排水するための側溝聞を繋ぐ溝跡であろうと考えられる。

方格地割

本調査で確認された道路跡の間隔は、関連する調査区での成果も参照しながら各道路中心を基準に

計測すると次のようになる。

東西道路:SX3000←約108m→SX2900←約108m→SX1100、SX1900←約106m→SX2700

南北道路:SX2800←約107m→SX2600←約107m→SX2400

SX2300 (南北大路)←約107m→SX3100←約110m→SX3200←約96m→SX3300



道路の間隔は、 SX3200-SX3300間で96mとやや狭くなっているのを除いて、約106-110mの範囲

におさまる。また、道路の方向は、南北道路が北で東に約 60 、東西道路が東で南に約4。振れてい

る状況が認められた。西部を中心としたこれまでの調査では、道路中心聞の距離が105-110mほどと

推定されており(斉藤2003)、今回の調査結果もほぼこれに従っている。このことから、遺跡の東部で

も西部と同様に整然とした地割りが行われており、この方格地割は東側の丘陵際まで及んでいること

がほぼ捉えられた。また、今回とこれまでの調査で確認した道路跡は、南北道路10条、東西道路 6条

となり、道路による地割りは東西1130m、南北650mという広大な範囲に及ぶことが明らかになった。

変遷と年代

これまでの調査成果によると、道路跡の年代は、道路跡に基づいて構築されているとみられる遺構

等や周辺からの出土遺物の年代から、上限が 8世紀前半代に遡る可能性も考えられている。下限は、

SX1100東西道路跡については10世紀前半頃まで存続していた箇所がみとめられるが、他の道路跡につ

いてははっきりしていない(斉藤2003)。

今回検出した道路跡についてみると、 SX2600南北道路跡とSX3000東西道路跡のB期側溝からは、

土師器杯 ・鉢 ・聾、須恵器杯 ・高台杯 ・蓋 ・鉢 ・聾が出土している。土師器杯には非ロク口調整のも

のとロク口調整のものがある。須恵器坪は器高がやや高く 、体部下端から底部全面に回転ケズリが施

されるもの、体部下端から底部に手持ちケズリが施されさらに底部にナデが施されるもの、底部全面

に手持ちケズリが施されるもの、底部切り離し技法が静止糸切で体部下端から底部周縁に手持ちケズ

リが施されるもの、底部全面にナデが施されるもの、底部切り離し技法がへラ切りで無調整のもの、

へラ切り後に底部周縁や全面に軽いナデが施されるもの、底部切り離し技法が回転糸切りで無調整の

ものがある。

こうした特徴をもっ須恵器杯は、 8世紀第 2四半期に位置づけられる色麻町日の出山窯跡群第E群

土器(色麻町教育委員会1993)、 8世紀末から 9世紀初頭に位置づけられる築館町伊治城跡S1173住居

跡出土土器(築館町教育委員会1991)、8世紀後半から 9世紀初頭に位置づけられる大衡村彦ヱ門橋窯

跡SK1土壌出土土器にみられる (宮城県教育委員会1996)。

したがって、 SX2600南北道路跡とSX3000東西道路跡は、 8世紀第 2四半期頃から少なくとも 9世

紀初頭に機能していたと考えられる。また、 SX3000東西道路跡は、 40区で灰白色火山灰に覆われる水

田跡によって壊されている部分が確認されていることから(加美町教育委員会2004)、10世紀前葉以前

には廃絶していたことが判明している。

SX2900東西道路跡は、 40区において、 SX2600南北道路跡との交差点で側溝が互いに接続している

ことが確認されていることから、これと変遷を同じくしているとみられる。

SX1900・2700東西道路跡 ・SX3100-3300南北道路跡からは遺物は出土していないが、周辺から出

土した遺物の中で特徴が捉えられる須恵器杯をみると、底部切り離し技法が静止糸切で、体部下端か

ら底部周縁に回転ケズリが施されている。また須恵器高台杯は、杯体部下端から底面全面に回転削り

が施された後、高台が取り付けられている。こうした特徴をもっ須恵器は、 8世紀第 2四半期に位置

づけられる色麻町日の出山窯跡群第E群土器 (色麻町教育委員会1993)にみられることから、これら

39 
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の道路跡についても 8世紀第 2四半期頃には機能していた可能性が考えられる。

以上をまとめると、道路跡の年代については、これまでの見解と同様に上限は 8世前半代に遡る可

能性も考えられる。終末については年代を特定できないが、 10世紀前葉頃には、機能している道路と

廃絶している道路があることが判明した。

2.地劃内部の様相

39区は、 SX2600南北道路跡の西側と東側の地割にまたがっている。ここでは、西側を I区、東側を

E区とし、それぞれの地割内部の様相について述べる (第20図)。

I区

地割の北東部にあたる39A-E区を調査し、材木塀跡2条、柱列跡 2条、掘立柱建物跡3棟、井戸跡

l基、溝跡、土壌を検出した。遺構の重複はほとんどみられない。

SX3000東西道路跡に沿ってSA2655柱列跡があり、地割北辺には道路と地割内部を画する塀跡が設

けられていたと考えられる。SX3000東西道路中心から35mlまど南には東西方向のSA2615材木塀跡が

あり、西側がSX2800南北道路跡の手前まで延びていることが40区で確認されている 山】。 また、39区

ではSX2600南北道路跡に沿ってSA2622材木塀跡が、 40区ではSX2900東西道路跡に沿う柱列跡と、

SX2800南北道路跡に沿って南からSA2615材木塀跡の手前まで延びる柱列跡が検出されている。これ

らは一連の塀となって、地割の南部を東西約98m、南北約68mの長方形に囲んでいたと考えられる。こ

の内部では、規模の大きい建物跡や、倉庫と考えられる建物跡をはじめ多数の建物跡、および井戸跡

などが検出されている (加美町教育委員会2004)。

地割北部では、柱列跡、建物跡、井戸跡などが発見されている。建物跡は地割南部のものと概ね方

向を揃えており、南部のものとともに計画的に配置された同時期の遺構である可能性がある。

建物跡・材木塀跡の年代については、SA2615材木塀跡の B期抜き取り穴から、須恵器t不・高台杯が

出土している。須恵器部は器高が高く、底部切り離し技法がへラ切りで、切り離し後にナデ調整を施

すものと無調整のものがある。高台杯は、体部に稜をもち、台部は高めで 「ハj字状にひらく。こう

した特徴をもっ須恵器は、 8世紀後半から 9世紀初頭に位置づけられる大衡村彦ヱ門橋窯跡SK1土壌

出土土器にみられる。また、 SE2617井戸跡は、堆積土からSA26日材木塀跡B期放き取り穴出土の須

恵器高台杯と同一個体の破片が出土している。以上のことから建物跡 ・材木塀跡の年代は 8世紀後半

から 9世紀初頭と考えられる。なお、建物跡からは遺物は出土していないが、材木塀が存続していた

年代のものと考えられる。

E区

地割内では、 39A・E-I・L区を調査し、区画溝跡3条、掘立柱建物跡7棟のほか、溝跡、土壊、

畑跡を検出した。

SX3000東西道路中心から48m南にSD2621、SX2600道路中心から東に約41mにSD2622、約34-39

mにSD2623区画溝跡があり、地割内部を東西南北に 4分割しているとみられる。SD2621はSX2600南

北道路跡東側溝に接続しており、区画溝と道路側溝は一連であると考えられる。
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南西部の区画には建物跡が集中している。SB2636やSB2640は比較的規模の大きな東西棟で、中心

的な建物跡とみられる。建物跡は重複しており、 SB2638の周辺では少なくとも 3時期の変遷が認めら

れる。 SB2635の柱穴はSB2638の柱穴によって壊されていることから、SB2638以前に位置付けられる。

建物跡の配置をみると、 SB2635の南側柱列とSB2637の北側柱列、 SB2636の西婆とSB2637の東側柱列

は柱筋がほぼ揃っている。また、柱穴規模 ・柱間寸法においてもSB2636と2637とが類似しており、

SB2635とSB2636、SB2637は同時期の建物跡と考えられる。したがって、これらの建物は、 SB2635・

2636・2637→SB2638・2640・2647・2648と変遷したとみられる。なお、 SB2638にみられる切り取り

穴を、 SB2647・2648構築時のものと考えれば、 SB2638→SB2647・2648という変遷の可能性も考えら

れる。

SB2638建物跡掘方埋土からは須恵器杯が出土し、底部切り離し技法はへラ切りで無調整である。ま

た抜き取り穴堆積土からも須恵器杯が出土し、底部全面にナデが施されている。SB2636より古い

SK2641は埋め戻されており、埋土から須恵器坪が出土し、底部切り離し技法がへラ切りでナデが施さ

てれいる。以上のような土器の特徴から、建物跡の年代はいずれも 8世紀後葉から 9世紀初頭と考え

られる。

したがって、地割の南西区画では、道路建設以降、 8世紀後葉から 9世紀初頭までの聞に、 SB2636

建物跡やSB2640建物跡を中心とした計画的な配置の建物群が成立していたと考えられる。

今回の調査では、 1I玄で地割を南北に分割する形で南部に長方形の塀を巡らし、建物跡や井戸跡を

配置する状況が、E区では地割を区画溝で 4分割し、建物跡等を配置する状況が認められた。E区の

ように地割を 4分割する例は、 38区でも認められる (斉藤2003)。他に、これまでの調査で、地割の南

西部に一辺62.........68mの方形に巡る材木塀を巡らし、内部に建物跡を規則的に配置している例や、 一つ

の地割に一貫して竪穴住居が営まれる例などが確認されており、地割内部の様相が多様であることが

明かとなった。

3. 区画施設

これまでに26・25・19・34区で、上位段丘縁辺沿いに北西~南東方向の築地塀跡と材木塀跡が450m

にわたって検出されている。門跡がSXll00東西道路上に設置され、この両側に材木塀が取り付き櫓跡

が付設されている。年代は 8世紀後葉から10世紀前葉の聞と考えられている (斉藤2003)。

一方、今回の分布調査では、東山官街遺跡の北側の丘陵や、壇の越遺跡の東に隣接し早風遺跡が立

地する丘陵などで土暴状の高まりや整地地業と溝跡などを確認した。土塁状の高まりは、東山官街道

跡のすぐ東側の丘陵で北西から南東方向のもの 2条、それらの東に隣接して北京から南西方向のもの

l条を確認した。これらは丘陵の尾根に沿って設けられ、高さは50.........80cmで、それぞれ長さが40.........100

mにわたっている。また、早風遺跡の東に隣接する丘陵上に立地する上の山遺跡の南東の沢沿いで、

南北方向のものを l条、南側の丘陵斜面でL字状に巡るものを l条確認した。これらは高さ40.........80佃

で、長さは30.........50mにわたる。

整地地業と溝跡は d地点の土塁状の高まりのほぼ延長上、丘陵尾根端部の路頭で確認され、南北方

向の区画施設ないし平坦面の造成の可能性が考えられる。



このような区画施設が東山官街遺跡に隣接して存在することは、これらが東山官街遺跡に関連する

ものであり、本遺跡で発見されている区画施設と一体となって、東山宮街遺跡の外郭のさらに外側に

長大な区画施設が巡っていた可能性を想起させる。このような知見はこれまでの見方を変えるもので

あり、 8世紀代を中心とした時期のこの地域における律令政府のありかたを明らかにしていく上で新

たな観点をもたらすことになろう。

4.まとめ

1.今回の調査では、 SX3100・3200・3300南北道路跡 ・SX3000東西道路跡を新たに発見し、これま

で確認されていたSX2600南北道路跡、 SX2900・1900・2700東西道路跡の延長を検出した。また、

SX2600・3000、SX3100・1900道路跡交差点を検出した。

2.道路の間隔は、西端部のSX2100-SX2000聞と東端部のSX3200-SX3300聞を除いて、約106-110

mの範囲におさまり、遺跡の東部でも西部と同様の規絡に従った整然とした方格地割が東側の丘陵際

まで及んでいることを捉えた。また、これまで確認した道路跡は、南北道路10条、東西道路 6条とな

り、地tlJは東西1130m、南北650m程の広大な範囲に及ぶこととなった。

3.道路跡の時期は、 SX2600南北道路跡とSX3000・2900東西道路跡が 8世紀第 2四半期頃には機能

していたと考えられ、その他の道路跡についてもこれと同時期に成立していた可能性が考えられる。

また、 10世紀前葉までには膳絶している箇所もあったと考えられる。

4.地割内部では、地割を南北に分割する形で南部に長方形の塀を巡らし、建物跡を計画的に配置し

たり、地割を区画溝で 4分割し、建物跡等を配置する状況が認められ、地割内部の様相が多様である

ことが明かとなった。

5.区画施設と考えられる土塁状の高まりや整地地撲などを東山官街遺跡と壇の越遺跡の周辺の丘陵

上で発見した。これらについては、現段階では性格 ・年代について正確な知見は得られていないが、

本遺跡で発見されている築地塀跡や材木塀跡とー述のもので、東山官街遺跡の周囲を巡る外郭施設を

形成していた可能性も考えられるなど大きな成果が得られた。

設 140区は2003年度に調貨が行われている。調査成果の詳細については未報告であるが、加美町教育委員会の御好意

により使用させていただいた。
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SX2600・3000交差点 (南から)

SX2600断面 (北から)

39A区全豪(東から) SX3000~ヒ側断面(西から)

写真図版 1
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S02606断面 (東から) S02610 (南から)

39E区会景(衛から) S02621・SX26∞東側溝後続部

SX3000 (東から) SX3000北側断面(烹から)

SX2900道路跡南側側溝(東から) SX2900道路跡南側側溝断面 (東から)

写真図版2

46 



SA2615 (函から) SA2615績断面 (西から)

39F区東部 (南から) SD2623 (北から)

写真図版3
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SE2617断面 (西から) SK2645断面 (東から)

SK2641 (西から) SK2641断面 (西から)
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na 
SK2644断面(東から)

SK2643断面(西から) 391区会最(南から)

写真図版6
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T41建物跡 (南から) T42全景 (南から)

T42柱穴断面(衛から) T43南端柱穴群(西東から)

T44SX3100南北道路跡 (南から) T45SX1900・3100道路跡交差点(西から)

T46SX3300南北道路跡 (南から) T47全豪 (東から)

写真図版7
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T52SX3200筒北道路跡(南東から) T51全景{東から)

T52建物跡(南東から) 丁目全景 (西から)

T57溝跡 (衛から) T57溝跡断面 〈南から)

T60土繍 ・溝跡(南笛から) T58全景(南東から)

写真図版8
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T64全豪 (西から)

T62会景 (西から) T63全景(南から)

E地点から東山遺跡を望む(南西から) D地点から東山遺跡を望む (南西から)

写真図版9
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c地点、函部の土塁状の高まり b地点西部の土塁状の高まり

g地点露頭北壁

g地点整地

写真図版10
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調査要項

追跡名 :瑞巌寺境内遺跡 (宮城県遺跡地名表登載番号 :17099 遺跡記号 :Z K) 

所在地:宮城県宮城郡松島町松島字町内

調査原因:J苫舗建設に伴う確認調査

調査主体:松島町教育委員会

調査担当:宮城県教育委貝会

調査期間:平成14(2002)年 7月17日-23日

対象面積:約80001

調査面積:約76rrf

調査員:天野順陽 向崎恵介 (宮城県教育庁文化財保護課)

調査協力:新野一浩 (瑞巌寺博物館)



第 I章はじめに

1 .遺跡の概要

瑞巌寺境内遺跡は宮城郡松島町松島字町内に所在する。本遺跡は宮城県の太平洋岸のほぼ中央にあ

たる松島湾の北西部に位置し、北西から海に向かつて延びる丘陵の端部、標高 2-20mの箇所に立地

する。遺跡の範囲は、 国宝や重要文化財を擁する瑞巌寺伽藍を含む約15ヘクタールで中世の寺院跡と

して宮城県遺跡台帳に登録されているが、遺跡範囲内には瑞巌寺洞窟遺跡 (近世)も含まれる。周辺

には縄文時代から古代にかけて数多くの貝塚、製塩遺跡等が所在する他、本遺跡と同時代の中 ・近世

の遺跡と して、城館跡、 寺院跡、塚などがみられる (第 l図)。
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また、松島周辺では、十数カ所の石窟群が把

握されでおり (第2図 (堀野1993))、今回の調

査対象地はこのうち 「軒端屋」石窟群の東側に

隣接している。

瑞巌寺境内遺跡では、平成3、4年度に瑞巌寺

博物館の地下貯水槽の改修や新宝物殿の建設な

どに伴う発掘調査が実施され (瑞巌寺博物館

1993、新野1997)、平成7年2月には今回の調査

区の南隣接地において庖舗建設に伴う発掘調査

が実施されている 惟 1)。

2.調査に至る経過と調査の方法

今回の調査は庖舗建設に伴うものである。調

査対象地は遺跡の南西部、国道45号線がクラン

ク状にカーブする箇所より北西約50mの地点で

ある (第3図)。今回の庖舗建設計画は、東西

約32m、南北約25m、面積約800rrlの敷地の内、敷

地中央から北側に位置する既存の古家および石

蔵を増 ・改築して庖舗とし、その南側は庭園と

するものである。増築する建物の基礎は盛土内

に納まる設計で、遺構への影響はないと判断さ

れたが、平成7年に実施された今回の対象地の

荷隣接地における発掘調査の際には、周溝を伴

う礎石建物、土壌などが検出されており {註2)、

今回の調査区でもこれらの遺構の続きが検出さ

れるものと予想されたため、確認調査を行うこ

ととした。

調査は建物や南側に位置する井戸などを避け

るようにして、 2本のトレンチを設定して実施

した (第4図)。 その結果、第 lトレンチでは

地表から深さ約110cm掘り下げたところで、賞褐

色砂喋層を確認したが、その面で遺構や遺物は

確認できず、著しく水が湧いてきたため、それ

より下層の調査は行わなかった。

第2トレンチでは、調査区の東半は大きく削
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平を受けていたものの、自然堆積層と整地層

が相互に庖を成している状況が確認でき、地

山岩盤を掘り込んだ跡や、切石、切石列、切

石群など、切石を使った遺構が整地層に伴っ

て発見された。

これらの遺構の平面図を作成するにあた

り、第 2トレンチでは調査区付近に任意の測

量基準点を 2点設置し、それを基準に造り方

測量により縮尺 1/20の平面図を作成した。

また、遺構が確認されなかった第 lトレンチ

の調査区の位置と、任意に設置した第 2トレ

ンチの測量基準点の位置は、繊維製巻尺を用

いて、敷地内の地上物を基準にしたオフセッ

ト測量を行い、縮尺 1/250の工事用現況実測

平面図に記録した。水準測量は調査区から約

90m離れた地点に設置されている一等水準点

cl) 

(a;機能は日本測地系
都X系を使用〉

等
令、d酬

調lJi量基準点Tl ... ・h
~第 l Yレンチ

2トレYチ 可r / 
〉既存

測1誌1ま準点T2

10 20m 

第4因調査区位置図 (1/500)

を使用した。土層断面図は縮尺 1/20で適宜作成した。記録写真は35mmカラーリバーサルフィルムお

よびデジタルカメラを用いて撮影した。

第E章調査成果

1 .層序 第 1卜レンチ

3∞Om 

2.000m 

府名 内 容 土色 ・土佐

第 I踊 王監 土 1.1¥色シルト

第日1踊 S XI061i地跡
策縄色砂Hシルト
暗ぬ色砂費シル ト

lIlm脳 2期生活廠
締色シルト
主唱色シルト

宣電総色砂1iシルトIIIIV厳 S XlOOIi地跡
策絡色納砂

lIlV扇 1鋼生活婿 黒褐色粘土質シルト

1i鍋色砂質シJレトlIlVl厨 S X 102J草地跡
貨掲色縦砂

第VD府 地山 凝灰岩岩.

第2トレンチ

特

. . . . ・.

徴

しまりのない自然推積層

S XI09切石軍事告伴う

炭化物 ・焼土プロックを
多く含む、自然同量破局

S X 104t:rj石列を伴う

土~、銭:!'f、魚~を合む、
自然堆積婚

S XI03t:rj石を伴う

調査対象地の層序は、最も堆積状況の良好

な第 2トレンチの西壁において観察したとこ

ろ、表土から地山岩盤まで自然堆積層と整地

層が 7層に大別できた(第 5図)。第 I層は表

土である。第E層は整地層であり SXI06整

地跡とした。第皿層は炭化物や焼土ブロック

を多量に含む自然堆積層である。遺物は出土

していなL、。第W層は整地層であり SXI05 

整地跡とした。第V層は土器、銭貨、魚の骨

片などを含む自然堆積層である。第百層は整

地層で SXI02整地跡とした。第vn層は凝灰

岩の岩盤で、いわゆる地山である。各層の特

徴は第 5図に示した通りである。 第 5図基本膚序様式図 (1/50)

3.000m 

2.0∞m 

遺栂期

3期

2期

Jj剖
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今回の調査では、整地屑を境として、整地とそれに伴う遺構、およびその後の生活層である自然堆

積層を一つのまとまりとして捉えることができた。そこで、古いものから第VI腐の SXI02整地跡とそ

れに伴う遺構群およびそれらの遺構の機能時の自然堆積層である第V庖を l期、第四層の SXI05整地

跡とそれに伴う遺構およびそれらの機能時の自然堆積層第E屑を 2期、第E屑のSXI06整地跡とそれ

に伴う遺構群を 3期と設定し、以下この各期ごとに内容を記すこととする。

2.発見した遺構と遺物

第 1トレンチでは前述したように、地表から深さ約110cm掘り下げたところで、第羽庖の SXI02整

地跡が調査区全面に分布するのを確認したが、これに伴う遺制を発見することはできず、遺物も出土

していない (写真 1)。そこで、

ここでは第 2トレンチで検出した

遺構等について、 1-3期の順に

慨要を述べる。なお、遺物が出土

した自然堆積聞についてもここで

触れることとする。

(1) 1期

【SX 101掘り込み】

調査区の北半部および南半部に

おいて、地山粁披を周辺よりも一

段低く掘り込んだものである(第

6図、写真4・6)。調益区が西に

張り出した筒所で掘り込みの北辺

と南辺の一部を、また調査区南東

隅付近で掘り込みの南辺をそれぞ

れ検出した。西側に向かつて岩盤

が掘り込まれているが、東側の状

況は不明である。

掘り込みの範囲は南北8.3m以

上、東西6.0m以上にわたる。掘り

込みの深さは、調査区北寄りで掘

り込みが北へ張り出す箇所では周

囲より約50cm下がったところで底

面の岩盤が露出しているが、それ

より南の部分では、さらに段状に

30cm以上掘り込まれている(写真

~ 
TI 

SX10l豊富り込み

S Xl02磁地跡

S Xl0l費量り込み

S Xl06 
霊草地跡

。 5m 

第6図第2トレンチ遺構平面図(1/100)
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4)。調査区南寄りで掘り込みの深さは約80cm以上である。掘り込みはほとんどの箇所でほぼ垂直に

掘り下げられており、掘り込んだ面には工具を使用したとみられる痕跡が確認できた。

【SX102整地跡】

S XI02整地跡は SXI0l掘り込みの内側で確認できた整地跡のうち、最も下層にあたるものである

(第6・8図)。整地土は黄褐色砂質シルトもしくは黄褐色細砂でややしまりがある。整地層の厚さは

40cm以上である。遺物は出土していない。なお、第 1トレンチでもこの整地層が確認されており、調

査区の東西に広く整地されたものとみられるが、第 1トレンチまで先述の SXI0l掘り込みがおよんで

いるか否かは確認できなかった。

【SX103切石】

調査区の中央に位置し、 SXI02整地跡の上回に平らな面を上にして低かれている切石である(第 6・
8図、写真 3)。石の材質は凝灰岩で、大きさは上面が一辺60-70cmのほぼ正方形で、JfI.さは約25叩で

ある。石の側面4面には工具による加工の痕跡がみられた。

【SK 108土墳】

調査区北壁際で確認した (第6図、写真5)。第V層を掘り込んでおり、 SX105整地跡に覆われて

いる (第7図)。土壌の南半は後世の撹乱で域され、北、東半は調査区外のため、 土壌全体の形は不明

である。規模は東西1.8m以上、南北1.0m以上で、確認面からの深さは約70cmである。堆積土は2商

に大別でき、上層は凝灰岩の小礁を少量含

む暗灰黄色砂質シルト、下回は凝灰岩小礁

を少量含む黄褐色砂質シルトで、いずれも

自然堆積胞である。遺物は出土 していな

し、。

【第V層】

3側叫

第 i鷹

。

p側 m

2m 
ニニニゴ

第V周は SXI02整地跡の上聞に堆積す

る自然堆積賠で 1期の生活J白である。遺物

は手っ・くねのかわらけ皿 (写J'l13-9 )、在

地産陶器到、常滑産とみられる陶器塑(写
第7因調査区北辺の東西断面図 (1/50)

これより東側lill!V騎まで後世の削平を受けている

3.創蹄m
P 

S Xl06境地跡 にト
SX103切石

S XI02鐙地跡 。 2m 

第8図調査区中央の東西断面図(1/50)
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l!13・10)の各破片、マグロ属の左歯骨片 (註3)(写真13-11)および銅銭貨 (写真12-1--7)などが

出土した。このうち、かわらけ皿のナデ痕跡は一段である。常滑産とみられる陶器郵は全体に薄手で

あり、外面にハケ目の調整痕が見られた。また内面には研磨面がみられ、硯等に転j甘されたものと考

えられる。銭貨は堆積層中から 7枚が重なり密着した状態で出土した。

(2) 2期

【SXl04切石列】

調査区の西辺中央部で、藤灰岩の切石列を検出した (第6・9図、写真4・6)。これらは第V層の

上面に直接据えられ、 SX105整地跡によって側面が闇定されていた (第8関)。 約5.9mにわたって 9

個の切石が南北方向に上面をほぼ水平に揃えて並べられていた。切石 1個の大きさは、幅約35cm、高

さ約35cmで、長さは65cmほどのものを中心に、 62-75cmとややぱらつきが見られる。北端の切石は長

さが約35cmと短く切り詰めてあった。石の側商には工具による加工痕跡を残すものもみられた。ま

た、北端と南端の切石には、ほぞ穴が穿たれていた (写真 7)。この穴は、切石の端部とその端部があ

たる地山岩盤とが掘り込まれているもので、穴の大きさは一辺約15cm、穴の深さは北端部で切石上面

より28cm、南端部で切石上面より39cmであった。

【SXl05整地跡】

調査区の西側の拡張箇所にあたる SX104切石列の西側と、調査区北端の SK108土臓の上面で確認

された (第6・7図)。 本来は調査区の中央まで分布したものと思われるが、後世の削平を受けており、

部分的な確認にとどまった (第8図)。

遺物は縄文土器、在地産陶器搭鉢 (写真13-12)、在地産向器饗、常;滑産陶器聾 (写真13-13)、丸瓦

(写真13・14)、平瓦の破片などが出土した。

( 3) 3期

【SXl06整地跡】

調査区の南半部の西端および東端で部分的に確認した (第10図)0 S X109切石群の切石上面と高さ

を揃えて土が積まれていることから、 SX109切石群の切石に伴う整地とみられる (第9図)。 整地土

は大きく 2層に大別でき、上胞は黄褐色砂質シルト、 下層は暗褐色齢、質シルトである。遺物として在

S X 101織り込みの範閥

3.6∞m 3.6∞m 

S XI02M地跡

C' 

。 2m 

第 9図調査区西辺の南北断面図 (1/50)



地産陶器到の胴部破片が出土した。

【SXl09切石群】

調査区南東部で南北に並ぶ 3笛所、さらに

調査区南西の拡張部分で l筒所、合計4箇所

で切石を検出した(第10図、写真8)。これら

は各切石の上面がほぼ同じ雨.さであること

や、相互に規則正しく並ぶような位置にある

ことなどから、ひとまとまりの切石群として

捉えた。以下、各切石の位置を示すために便

宜的に北東の切石から右回りに、切石①、

② ・・・ ④と呼称する。

S X10l 
織り込み

~ 。

S Xl06 
霊地，.

SX109 
切石務

501 

切石の大きさは、切石①、②、④は長辺約

60cm、短辺約45cm、厚さ約25cmの凝灰岩で、

色調が白っぽいものである。切石③では長辺

約65畑、短辺約30畑、厚さ約22仰の黄色っぽ
第10図 S X109切石群平面図 (1ハ00)

い凝灰岩が横に 2個接するように並べられていたが、さらにその隙聞にはモルタル状のものが詰めて

あった (写真9右)。このような細工は切石④のすぐ南側でも確認でき、黄色っぽい凝灰岩切石 2個が

切石④に接して置かれており、これらの隙間にもモルタル状のものが充填されていた(写真 9左)。

切石聞の距離は、石のほぼ中心で計測すると、切石①一③聞は約3.6m、切石①一②間および切石②

ー③聞が約1.8m、切石①一④聞は約4.8mである。

切石①~④はSX106整地跡に伴って置かれたものとみられる。切石④の部分ではこの切石とほぼ

同じ大きさで地山岩盤が掘り込まれている状況が確認できた。ただ、切石①~③の周聞には、通常石

を据えるために掘り込まれるような掘方は確認できなかった。このような切石、整地上、地山の関係

から、 (1)地山を掘り込んで石を据えた後に整地をした、 (2)整地をした後に切石とほぼ閉じ大きさ

の掘方を地山まで掘って石を据えた、の 2通りの工程が想定できる。

(4)第 I層の出土遺物

在地産陶器製口縁部 (写真13・15)、在地産向器拡鉢の口縁部破片 (写真13・16)や瀬戸産陶器水注の

破片 (写真13・17)、瓦、銭貨 (写真12・8)などのほか、近世、近代以降のものとみられる陶器片、磁

器片などが出土した。

第皿章考察

今回の発鍋調査では、岩盤の掘り込み、整地跡、切石の遺構、 土横などを検出した。それらの遺構

および層序の重複関係を整理すると第11図のようになる。ここでは、各期の特徴やそれらの年代につ

いて検討する。
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1.各期の特徴について

今回の調査では層序を観察した結果、整地層を指肢として、各地構を 3時期に分けて整理できた。こ

こでは、各期の遺構についてまとめ、若干の検討を加える。

(1) 1期

遺跡の概要で触れたように、調査区のすぐ西側には 「軒端屋」石窟群(第 2図の図中F)の石窟が

掘り込まれている(写真 2)0S X101掘り込みの北辺および南辺の延長線は、西側の石窟の北端およ

び南端にそれぞれほぼ一致している。このような両者の位置関係から、 SX101掘り込みは背後の石窟

の床面を造り出したものと思われる。SX102整地跡は SX101を楓り込んだ後にその周辺に施された

整地であり、その範囲は SX101の東約20mにまで広くおよんでいる。

そして、これらの遺構が築かれた後に堆積した第V層の生活問からは、 陶器費やかわらけ皿などと

ともに魚骨、銭貨などが出土している。

(2) 2期

S X104切石列は、SX101銅り込みの幅が一段狭くなる部分を塞ぐようにして、細長い切石がー列

に並べられたものである。この状況は、今回の調査区の南約250mに位置する f真山地蔵堂」石窟群の

石窟入口部に並べられている切石列に類似している(写真10)。このような例から類推すると、SX104 

切石列は l期の段階で掘り込まれた石窟を利用して、 2期の段階になって石窟入口に切石を並べたも

のと考えられる。現在、石窟の奥行きは 3mほどであるが、 SX104切石列が石窟の入口だと考えると、

旧来にはもう少し東まで昼間がせり出していた可能性も想定できる。

また、 SX104切石列の両端に穿たれているほぞ穴について、中世の石窟と考えられている県内利府

町所在の 「菅谷穴薬師Jにおいて石窟の前面に建物が建てられている例 (金森1992)や、仙台市所在

の「東光寺遺跡Jの6号石窟において石篇入口に扉が取り付けられていた例 (仙台市1988)などを参

考にすると、 SX104切石列のほぞ穴は、石窟の前面に建てられた組物の柱穴や石窟入口に設けた扉の

支柱穴などの可能性が考えられる (註4)。

(3) 3期

3期の遺構として検出した SX109切石群の切石は相互に規則正しく配置されている。このような

状況から、建物跡の礎石もしくは、切石どうしをつなぐように土台を廻し、そのよに柱を立てるよう

S Xl0l撮り込み

11 
気3 第 l第

S Xl04切石列一一一・ 一一一 SX109切石総 一一一

S X 102J整地跡 一一一
(mVIIm) V 

11 UI 11 

11 一一一 SK108一一一'
S Xl05型車地跡

一 一
SX106型産地跡

SX103切石 府
(mN賠)

脳
(第E厨)

|庖

く 1JII1> く 2期〉 く 3JtlJ>

第11図主要遺惜の変遷



な建物が建てられていた可能性が考えられる。

また別の可能性として、2個並べて置かれている切石が規則正しく配置されていることに着目する

と、五輪塔などの石塔では、その基礎部分に切石を 2-数個並べて基壇石としており(写真11右)、そ

れら規則正しく並んでいる例(写真11左)が参考になる。このような例からこの切石群はこのような

石塔の基壇石である可能性も考えられる。

ここではSX109切石群の性格として上記 2通りの可能性を考えておきたし、。

2.年代について

(1) 1期

1期の遺構群の年代を考えるにあたって、 1期の生活層である第V層から出土した遺物のうち在地

産の陶器裂について注目する。

在地産向器に関しては、これまで宮城県北部では13世紀中葉頃から(飯村:1995)、また、宮城県南

部の白石系窯跡群の一本杉窯跡では13世紀後半頃から (宮城県教育委員会 :1996)陶器生産が行われ

ていると考えられており、 14世紀後半以降には陶器の生産は見当たらなくなることが指摘されている

(高橋 :2002)。上に挙げた第V層出土の陶器聾の他、 SX105整地跡から出土した陶器塑や播鉢、S

X106整地跡から出土した陶器饗なども、し、ずれも13-14世紀頃に生産されたものと考えられる。そし

てこの年代観は閉じ第V層から出土した手づくねのかわらけ皿の年代観とも矛盾しなL、。これらのこ

とから、 1期の遺構群の年代は13-14世紀頃と考えられる 位 5)。

(2) 2期

2期の SX105整地跡の整地土から出土した丸瓦は表面が焼し焼成され、凸面は磨いたように平滑

で、凹面には布目が観察できる。これらは、これまで瑞巌寺境内遺跡で発見されている瓦のうち、近

世の瓦の特徴に類似している (註6)。従って SX105整地跡をはじめとする 2期の遺構群の年代は近世

頃と考えられる。

(3) 3期

3期のSX109切石群の切石の中には、先に述べたように 2個の切石を並べ、その目地をモルタル状

の材料で詰める細工がしてあった。このモルタル状の材料の科学的な分析を行っていないため、これ

がいわゆるセメントモルタル(セメントと砂の混成物)なのか、石灰モルタル(石灰と砂の混成物)

なのかを特定することはできない。前者の場合、セメントが圏内で生産され普及するのは明治初期こ

ろである (三上 :1973)ことから、 3期の年代も明治以降と考えられる。一方、後者の場合、石灰の使

用は古代まで遡ることができ(山田:1981)、3期の年代は先述の 2期の年代に続く近世以降と考える

ことができる。

第W章まとめ

1.瑞巌寺境内遺跡の南西部の調査を実施した。その結果、整地層とそれに伴う遺構およびその後の

自然堆積層を一つのまとまりとして捉えることができ、このようなまとまりを 1期から 3期まで
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の3時期の変遷として確認することができた。

2. 1 期の遺構群として岩盤の掘り込みとその内部の整地跡、切石 l佃と生活屑および土壌l基を確

認した。このうち岩盤の掘り込みは、調査区西側に位位する石胞の一部とみられる。これらの遺

構に伴う生活暗から出土した向器聾などから13-14世紀頃の遺構群と考えられる。

3. 2期の遺構群として切石列、整地跡と生活層を確認した。切石列は石窟入口部に設置されたもの

とみられる。整地跡から出土した瓦から近世頃の遺構群と考えられる。

4. 3期の遺構群として切石群、整地跡を確認した。この切石群は建物の磁石や土台石である可能性

や、石塔などの基壇石である可能性などが考えられる。また、切石群の中には 2個の切石が並べ

られているものがあり、その目地にはモルタル状の材料が光明してあった。この材料の成分如何

によって 3期の年代が近世以降とも明治以降とも考えられるが、今回の調査ではその特定には至

らなかった。

5.調査区は松島周辺に点在する石窟群の一つにあたる。今岡の発掘調査によってこの石窟が中世頃

に掘り込まれた可能性があることや、その後近世以降にわたって継続的に人の手が加えられてき

たことなどがわかった。

註

註 i 平成7年に実施された発揚調査については、現在、端厳寺博物館によって鐙理作業が進行中である。

註2 前註のとおりであるが、瑞巌寺博物館のご好意でそのときの調査図面等の資料を符見させて頂いた。

註3 出 tした魚什の同定には、本課西村カの協力を得た。

註4 例示した背谷穴薬師の建物や東光寺遺跡6号石績の腕がいつの時代に投世されたかの考証はなされていないが、

ここでは時代を問わず石総に何らかの施設を設置しようとするな織があることの例として提示した。

柱 5 向者~、かわらけの製作技法、特徴、製作年代等に闘しては、多賀城市製版文化財制奈センターの千楽孝弥氏に

ご教示を紛った。

註6 瑞厳守境内遺跡で出土した中 ・近世の瓦に関して、J'JJ厳守博物館の新野一浩氏にご教示を賜った。
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写真 1 第 1卜レンチ全景 (陶から) 写真 2 第2トレンチとその西側の石窟 (北東から)

写真 3 S X103切石と第V層 (南西から) 写真4 SX10l掘り込みと SX104切石列 (南東から)

写真 5 S K 108土嬢 (南東から) 写真6 S X 101掘り込みと SX104切石列 (東から)

写真 7 S X 104切石列のほぞ穴
左:南端、右:北端 (ともに東から)
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写真9 S X 109切石群の切石
左 :切石④ (1剥から) 右:切石③(凶から)

写真 8 S X109切石群 (北岡から)

写真10 石窟入口に切石列が設置されている例 写真11 石窟内部の五輪塔
(松島町葉山地蔵堂石窟群) (松島町天麟院洞窟群)
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土器・瓦・骨(1/3)出土遺物(2) 写真13

第 IJ嘗出土遺物
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